
令和５年３月

令和４年度 文化人材バンク

学校出前講座
～ おかやま子どもみらい塾 ～

報 告 書

岡山県・公益社団法人岡山県文化連盟



　「文化人材バンク学校出前講座～おかやま子どもみらい塾」事業は、子どもたちが文化に親しみ、文化へ
の関心をもつきっかけづくりとするための事業です。岡山県からの委託を受けた公益社団法人岡山県文化連
盟が企画運営を行い、学校出前講座を実施することで、文化活動の裾野拡大と将来の地域文化の担い手育成
に努めています。
　今年度は、伝統文化部門（箏曲、茶道、水墨画など）では、延べ14分野、延べ92校の利用が、一般芸術文
化部門（合唱、話し方、対話型鑑賞法など）では、延べ11分野、延べ49校の利用がありました。
　また、今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、対策を講じながらの実施となりました。
　なお、事業実施にあたり、格別のご支援をいただきました公益財団法人福武教育文化振興財団様に深甚な
る感謝の意を捧げます。

和気町立和気中学校（作文） 鏡野町立香北小学校（箏曲）岡山市立鯉山小学校（華道）

倉敷市立旭丘小学校（水墨画） 新見市立哲西中学校（話し方）岡山市立野谷小学校（陶芸）

岡山県立総社南高等学校（対話型鑑賞法） 倉敷市立大高小学校（箏曲・尺八）矢掛町立川面小学校（狂言）

倉敷市立琴浦東小学校（三味線） 岡山県立岡山南支援学校（合唱）岡山市立幡多小学校（選択・茶道）

岡山市立山南学園（デザイン） 倉敷市立緑丘小学校（和太鼓）高梁市立川上中学校（演劇）
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■令和４年度学校出前講座利用状況■

【伝統文化部門　全92講座】

【市町村別講座数】
（講座）

【一般文化芸術部門　全49講座】

20
4

4

28

4

24
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■
伝
統
文
化
部
門
■

【
箏
曲
】

（
行
政
順
・
日
程
順
）

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
演
奏
を
鑑
賞
し
た
り
、
演
奏
を
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
和
楽
器
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

財
田
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
道
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

5・
6年
生
15
9名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
9：
45
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
2日
（
金
）
9：
45
～
12
：
25

内
　
容

・
箏
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
生
演
奏
　
　
　
・
体
験
　
　
　
・
合
奏

成
　
果

講
師
の
演
奏
だ
と
簡
単
そ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
、
中
に
は
苦
戦
し
て
い
る
児
童
も
見
ら
れ
た
。
和
楽
器
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
と
興
味
や
関
心
を
も
つ
児
童
も
い
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
に
お
け
る
邦
楽
体
験

岡
山
中
央
小
学
校

講
　
師

安
立
　
裕
子
、
栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
12
0名
、
特
別
支
援
学
級
20
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
6日
（
火
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
楽
器
説
明
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
講
師
の
演
奏
を
鑑
賞
「
さ
く
ら
舞
曲
」

成
　
果

実
際
に
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
箏
の
音
色
や
音
色
か
ら
広
が
る
イ
メ
ー
ジ
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
講
師
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
箏
の
音

色
に
引
き
込
ま
れ
た
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
と
い
う
題
材
に
お
い
て
、
映
像
だ
け
で
鑑
賞
す
る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
演
奏
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

旭
操
小
学
校

講
　
師

木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
75
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
8日
（
木
）
8：
50
～
12
：
25

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
演
奏
の
鑑
賞
と
箏
の
説
明
を
聞
く
。
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

1人
15
分
間
、
箏
を
体
験
す
る
時
間
が
確
保
で
き
た
の
で
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
ほ
ぼ
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
だ
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
っ
た
。
日
本
の
楽
器
に

対
す
る
興
味
も
高
ま
っ
て
い
る
。

4
岡
山
市
立

芳
田
小
学
校

目
　
標

め
っ
た
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
箏
の
響
き
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
鑑
賞
し
た
り
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
の
良
さ
に
気
付
い
た
り
、
和
楽
器
に
興
味
や
関
心
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

講
　
師

三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞

対
象
者

4年
生
87
名

日
　
時

令
和
5年
1月
18
日
（
水
）
8：
50
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
の
説
明
（
各
部
の
名
称
、
演
奏
方
法
、
爪
の
つ
け
方
、
座
り
方
、
楽
譜
の
読
み
方
）　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
ア
レ
ン
ジ
曲
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
2人
1組
で
演
奏
体
験

・
ま
と
め
と
し
て
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏

成
　
果

箏
の
生
演
奏
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
感
動
し
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
ま
だ
や
り
た
か
っ
た
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
大
変
喜
ん
で
い
た
。
分
か
り
や
す

い
指
導
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
親
し
む
と
と
も
に
、
箏
の
音
の
響
き
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

開
成
小
学
校

講
　
師

児
仁
井
　
直
美

対
象
者

4
～
6年
生
60
名

日
　
時

令
和
5年
1月
18
日
（
水
）
9：
25
～
12
：
25

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」
な
ど
各
学
年
2曲
ず
つ
　
　
　
・
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
三
味
線
な
ど
と
合
奏
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

成
　
果

各
学
年
と
も
、
箏
や
三
味
線
な
ど
の
和
楽
器
の
演
奏
に
関
心
を
示
し
て
聞
く
様
子
が
見
ら
れ
、
箏
演
奏
の
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
、
上
手
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

箏
の
美
し
い
音
色
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
演
奏
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
和
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

東
疇
小
学
校

講
　
師

荒
川
　
智
子

対
象
者

5年
生
79
名

日
　
時

令
和
5年
1月
26
日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
ジ
ブ
リ
曲
メ
ド
レ
ー
の
生
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

成
　
果

箏
の
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、美
し
い
音
色
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、実
際
に
箏
の
演
奏
を
体
験
し
、和
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
児
童
は
、楽
し
か
っ
た
、も
っ
と
や
り
た
い
、習
っ
て
み
た
い
と
大
変
喜
ん
で
い
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

7
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
親
し
む
。

第
二
福
田
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
12
0名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
22
日
（
水
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
6月
23
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
す
る
。
　
　
　
・
箏
、
三
味
線
、
胡
弓
の
生
演
奏
を
聞
く
。

成
　
果

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
日
本
の
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

8
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
た
り
、
響
き
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

水
島
小
学
校

講
　
師

仲
達
　
泉

対
象
者

4
～
6年
生
42
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
21
日
（
月
）
9：
40
～
12
：
25
　
　

内
　
容

・
箏
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
指
導

成
　
果

箏
に
つ
い
て
の
知
識
が
深
ま
っ
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

9
倉
敷
市
立

目
　
標

本
校
に
は
箏
が
一
面
し
か
な
い
の
で
、
十
分
に
体
験
が
で
き
な
い
。
日
本
の
楽
器
で
あ
る
箏
に
触
れ
、
音
色
を
味
わ
い
、
興
味
を
も
つ
。

箭
田
小
学
校

講
　
師

栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
41
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
7日
（
水
）
8：
40
～
10
：
15
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
12
日
（
月
）
9：
30
～
11
：
15

内
　
容

講
師
に
よ
る
箏
演
奏
を
聞
く
。
箏
に
つ
い
て
知
る
。
い
ろ
い
ろ
な
箏
な
ら
で
は
の
技
法
を
知
る
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
合
奏
す
る
。

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
初
め
て
の
箏
に
緊
張
気
味
で
あ
っ
た
が
、
話
を
真
剣
に
聞
き
、
一
生
懸
命
取
り
組
め
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
講
師
の
箏
に
合
わ
せ
て
合
奏
で
き
、
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
箏
に
興
味
を
も
ち
、
ま
た
演
奏

し
て
み
た
い
と
い
う
子
ど
も
も
い
た
。

10
倉
敷
市
立

富
田
小
学
校

目
　
標

本
物
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
箏
の
音
色
の
良
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
爪
の
つ
け
方
や
箏
に
対
し
て
の
身
体
の
構
え
方
、
手
の
位
置
や
音
を
鳴
ら
す
と
き
の
コ
ツ
な
ど
、
基
本
的
な
演
奏
の
仕
方
を
知

り
、
箏
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

講
　
師

仲
達
　
泉
、
木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
76
名

日
　
時

令
和
5年
2月
10
日
（
金
）
10
：
45
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

1時
間
目
は
、講
師
が
箏
と
三
味
線
で
「
六
段
の
調
べ
」
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
後
、児
童
3名
に
1面
で
順
番
に
、一
か
ら
十
斗
為
巾
の
弾
き
方
を
体
験
し
た
。
2時
間
目
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
楽
譜
を
見
な
が
ら
、1
段
ず
つ
練
習
し
、

全
部
通
し
た
と
こ
ろ
で
、
講
師
の
箏
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
児
童
と
合
奏
を
し
た
。

成
　
果

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
児
童
は
、
2
～
3名
で
1面
を
繰
り
返
し
触
る
こ
と
が
で
き
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
全
部
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
満
足
し
た
様
子
が
見
ら
れ
た
。
最
後
に
、
講
師
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
合
奏
し
た

こ
と
も
良
か
っ
た
。
集
中
し
て
で
き
な
い
児
童
も
終
わ
っ
た
後
、
い
い
音
が
出
た
と
言
っ
て
い
た
り
、
言
葉
に
は
し
な
い
な
が
ら
も
、
少
し
で
も
弾
け
た
こ
と
に
、
う
れ
し
い
表
情
を
見
せ
た
り
し
て
い
た
。

11
玉
野
市
立

目
　
標

日
常
で
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
箏
を
通
じ
て
、
自
ら
演
奏
に
挑
戦
し
、
美
し
い
音
色
を
体
験
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
伝
統
文
化
を
と
も
に
学
ぶ
体
験
を
す
る
。

玉
原
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
美
、
三
上
　
美
涼

対
象
者

6年
生
27
名

日
　
時

令
和
4年
6月
29
日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
た
め
の
練
習
　
　
　
・
楽
譜
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
爪
で
の
弾
き
方
な
ど
の
指
導

成
　
果

触
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
箏
に
恐
る
恐
る
手
を
伸
ば
し
た
児
童
た
ち
が
、
最
後
に
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
教
え
合
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

12
瀬
戸
内
市
立

目
　
標

箏
曲
の
理
解
と
演
奏

牛
窓
北
小
学
校

講
　
師

安
立
　
裕
子

対
象
者

5・
6年
生
19
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
28
日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
25

内
　
容

・
箏
の
仕
組
み
の
紹
介
　
　
　
・
演
奏
練
習
　
　
　
・
合
奏

成
　
果

箏
の
学
習
を
通
し
て
、
日
本
の
音
楽
文
化
の
良
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
度
も
練
習
を
繰
り
返
す
中
で
、
箏
の
音
色
や
繊
細
な
指
遣
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
新
し
い
気
付
き
の
あ
る
時
間
に
な
っ
た
。

13
真
庭
市
立

目
　
標

5・
6年
生
の
音
楽
の
授
業
に
お
い
て
、
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
を
体
験
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
に
親
し
み
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

中
和
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
8名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
29
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
7月
6日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10

内
　
容

講
義
：
箏
に
つ
い
て
（
楽
器
の
特
徴
や
歴
史
）、
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
つ
い
て

実
技
：
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
、
校
内
発
表
会

成
　
果

日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
箏
の
特
徴
や
、
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
箏
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
発
表
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

－ 4 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

7
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
親
し
む
。

第
二
福
田
小
学
校

講
　
師

森
　
祥
子

対
象
者

4年
生
12
0名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
22
日
（
水
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
6月
23
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
を
す
る
。
　
　
　
・
箏
、
三
味
線
、
胡
弓
の
生
演
奏
を
聞
く
。

成
　
果

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
日
本
の
楽
器
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
。

8
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
た
り
、
響
き
の
美
し
さ
を
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
。

水
島
小
学
校

講
　
師

仲
達
　
泉

対
象
者

4
～
6年
生
42
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
21
日
（
月
）
9：
40
～
12
：
25
　
　

内
　
容

・
箏
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
指
導

成
　
果

箏
に
つ
い
て
の
知
識
が
深
ま
っ
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

9
倉
敷
市
立

目
　
標

本
校
に
は
箏
が
一
面
し
か
な
い
の
で
、
十
分
に
体
験
が
で
き
な
い
。
日
本
の
楽
器
で
あ
る
箏
に
触
れ
、
音
色
を
味
わ
い
、
興
味
を
も
つ
。

箭
田
小
学
校

講
　
師

栗
坂
　
祐
子

対
象
者

4年
生
41
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
7日
（
水
）
8：
40
～
10
：
15
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
12
日
（
月
）
9：
30
～
11
：
15

内
　
容

講
師
に
よ
る
箏
演
奏
を
聞
く
。
箏
に
つ
い
て
知
る
。
い
ろ
い
ろ
な
箏
な
ら
で
は
の
技
法
を
知
る
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
合
奏
す
る
。

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
、
最
初
は
初
め
て
の
箏
に
緊
張
気
味
で
あ
っ
た
が
、
話
を
真
剣
に
聞
き
、
一
生
懸
命
取
り
組
め
た
。「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
講
師
の
箏
に
合
わ
せ
て
合
奏
で
き
、
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
箏
に
興
味
を
も
ち
、
ま
た
演
奏

し
て
み
た
い
と
い
う
子
ど
も
も
い
た
。

10
倉
敷
市
立

富
田
小
学
校

目
　
標

本
物
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
箏
の
音
色
の
良
さ
や
面
白
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
爪
の
つ
け
方
や
箏
に
対
し
て
の
身
体
の
構
え
方
、
手
の
位
置
や
音
を
鳴
ら
す
と
き
の
コ
ツ
な
ど
、
基
本
的
な
演
奏
の
仕
方
を
知

り
、
箏
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

講
　
師

仲
達
　
泉
、
木
村
　
倫
子

対
象
者

4年
生
76
名

日
　
時

令
和
5年
2月
10
日
（
金
）
10
：
45
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

1時
間
目
は
、講
師
が
箏
と
三
味
線
で
「
六
段
の
調
べ
」
を
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
後
、児
童
3名
に
1面
で
順
番
に
、一
か
ら
十
斗
為
巾
の
弾
き
方
を
体
験
し
た
。
2時
間
目
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
楽
譜
を
見
な
が
ら
、1
段
ず
つ
練
習
し
、

全
部
通
し
た
と
こ
ろ
で
、
講
師
の
箏
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
、
児
童
と
合
奏
を
し
た
。

成
　
果

集
中
し
て
取
り
組
ん
だ
児
童
は
、
2
～
3名
で
1面
を
繰
り
返
し
触
る
こ
と
が
で
き
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
全
部
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
満
足
し
た
様
子
が
見
ら
れ
た
。
最
後
に
、
講
師
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
合
奏
し
た

こ
と
も
良
か
っ
た
。
集
中
し
て
で
き
な
い
児
童
も
終
わ
っ
た
後
、
い
い
音
が
出
た
と
言
っ
て
い
た
り
、
言
葉
に
は
し
な
い
な
が
ら
も
、
少
し
で
も
弾
け
た
こ
と
に
、
う
れ
し
い
表
情
を
見
せ
た
り
し
て
い
た
。

11
玉
野
市
立

目
　
標

日
常
で
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
箏
を
通
じ
て
、
自
ら
演
奏
に
挑
戦
し
、
美
し
い
音
色
を
体
験
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
伝
統
文
化
を
と
も
に
学
ぶ
体
験
を
す
る
。

玉
原
小
学
校

講
　
師

三
上
　
澄
美
、
三
上
　
美
涼

対
象
者

6年
生
27
名

日
　
時

令
和
4年
6月
29
日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
箏
で
演
奏
す
る
た
め
の
練
習
　
　
　
・
楽
譜
を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
爪
で
の
弾
き
方
な
ど
の
指
導

成
　
果

触
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
箏
に
恐
る
恐
る
手
を
伸
ば
し
た
児
童
た
ち
が
、
最
後
に
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
教
え
合
う
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

12
瀬
戸
内
市
立

目
　
標

箏
曲
の
理
解
と
演
奏

牛
窓
北
小
学
校

講
　
師

安
立
　
裕
子

対
象
者

5・
6年
生
19
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
28
日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
25

内
　
容

・
箏
の
仕
組
み
の
紹
介
　
　
　
・
演
奏
練
習
　
　
　
・
合
奏

成
　
果

箏
の
学
習
を
通
し
て
、
日
本
の
音
楽
文
化
の
良
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
何
度
も
練
習
を
繰
り
返
す
中
で
、
箏
の
音
色
や
繊
細
な
指
遣
い
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
新
し
い
気
付
き
の
あ
る
時
間
に
な
っ
た
。

13
真
庭
市
立

目
　
標

5・
6年
生
の
音
楽
の
授
業
に
お
い
て
、
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
を
体
験
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
に
親
し
み
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

中
和
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
8名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
29
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
7月
6日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
10

内
　
容

講
義
：
箏
に
つ
い
て
（
楽
器
の
特
徴
や
歴
史
）、
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
に
つ
い
て

実
技
：
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
、
校
内
発
表
会

成
　
果

日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
で
あ
る
箏
の
特
徴
や
、
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
実
際
に
箏
曲
を
演
奏
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
親
し
み
、
そ
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
一
人
ひ
と
り
が
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
発
表
し
合
う
活
動
を
通
し
て
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

14
真
庭
市
立

目
　
標

箏
曲
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
全
体
に
対
す
る
理
解
も
深
め
、
親
し
み
の
心
情
を
育
て
る
。

米
来
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
9名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
4日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
11
日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
18
日
（
火
）
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

箏
曲
演
奏
の
仕
方
を
学
び
、
実
際
に
演
奏
す
る
。

成
　
果

参
加
し
た
児
童
全
員
が
箏
曲
へ
の
関
心
を
高
め
、
日
本
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
親
し
み
の
心
情
が
育
っ
た
。

15
真
庭
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
音
楽
に
親
し
む
と
と
も
に
、
発
表
会
で
の
演
奏
を
目
指
し
、
そ
れ
に
向
け
努
力
す
る
力
を
育
む
。

樫
邑
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

5・
6年
生
3名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
31
日
（
月
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
2日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

箏
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ん
だ
後
、「
も
み
じ
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

一
人
ひ
と
り
の
児
童
に
寄
り
添
っ
た
指
導
の
お
か
げ
で
、
自
ら
難
し
い
弾
き
方
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
り
、
休
み
時
間
に
も
練
習
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
な
ど
、
箏
に
親
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
主
性
も
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

16
真
庭
市
立

目
　
標

伝
統
文
化
に
触
れ
る
学
習
と
し
て
、
音
楽
の
授
業
を
中
心
に
取
り
組
み
た
い
。
ま
た
、
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
創
作
活
動
の
授
業
を
通
し
て
曲
を
仕
上
げ
る
こ
と
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

勝
山
小
学
校

講
　
師

渋
谷
　
光
子

対
象
者

6年
生
39
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
10
：
30
～
12
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
24
日
（
木
）
10
：
30
～
12
：
10

内
　
容

・
箏
の
紹
介
　
　
　
・
演
奏
指
導

成
　
果

「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
は
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
伝
統
文
化
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

17
真
庭
市
立

目
　
標

日
本
の
音
楽
の
良
さ
や
日
本
楽
器
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
聞
い
た
り
、
楽
し
ん
で
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

落
合
小
学
校

講
　
師

三
上
　
之
華

対
象
者

3
～
5年
生
93
名

日
　
時

令
和
5年
1月
27
日
（
金
）
9：
40
～
12
：
25

内
　
容

箏
を
弾
く
と
き
の
座
り
方
や
構
え
方
な
ど
、
基
礎
の
部
分
か
ら
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
練
習
を
通
し
て
、
箏
の
弾
き
方
を
教
え
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、
音
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

実
際
に
箏
を
弾
く
活
動
を
通
し
て
、
日
本
楽
器
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

18
鏡
野
町
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
的
な
音
楽
や
楽
器
に
触
れ
、
音
色
や
音
楽
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
。

奥
津
小
学
校

講
　
師

定
森
　
智
子
、
中
尾
　
美
鈴

対
象
者

4
～
6年
生
20
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
16
日
（
水
）
10
：
40
～
12
：
20

内
　
容

・
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
体
験

成
　
果

Ｃ
Ｄ
や
動
画
な
ど
で
は
な
く
、
生
の
箏
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
自
分
自
身
が
体
験
し
た
り
し
た
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
に
親
し
み
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
。

19
鏡
野
町
立

目
　
標

「
我
が
国
や
郷
土
の
音
楽
」
の
学
習
に
お
い
て
、
和
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
で
深
い
学
び
が
で
き
る
。

香
北
小
学
校

講
　
師

定
森
　
智
子
、
中
尾
　
美
鈴

対
象
者

5・
6年
生
6名

日
　
時

令
和
5年
1月
18
日
（
水
）
13
：
30
～
15
：
00

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
演
奏
を
聞
く
　
　
　
・
箏
に
つ
い
て
（
楽
器
の
説
明
、
演
奏
法
な
ど
）　
　
　
・「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験

成
　
果

箏
の
生
演
奏
の
鑑
賞
と
演
奏
体
験
を
通
し
て
、
箏
の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
和
楽
器
へ
の
興
味
が
高
ま
っ
た
。

20
久
米
南
町
立

目
　
標

日
本
の
音
楽
の
良
さ
や
楽
器
の
響
き
の
美
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
聞
い
た
り
、
楽
器
の
音
色
を
生
か
し
て
演
奏
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

誕
生
寺
小
学
校

講
　
師

三
上
　
之
華

対
象
者

4・
5年
生
13
名

日
　
時

令
和
5年
2月
2日
（
木
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

・
和
楽
器
の
話
　
　
　
・
わ
ら
べ
う
た
の
演
奏
体
験

成
　
果

普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
箏
の
演
奏
を
実
際
に
体
験
し
て
、
興
味
を
も
ち
、
箏
の
演
奏
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
た
児
童
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
音
色
を
味
わ
う
児
童
も
多
く
、
和
楽
器
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

岡
山
市
立
建
部
中
学
校
は
、
都
合
に
よ
り
取
り
止
め

【
箏
曲
・
尺
八
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
味
わ
い
、
楽
し
む
。
楽
器
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
で
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
る
。

岡
山
後
楽
館
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
小
山
　
東
洋
子
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
素
山

対
象
者

2年
生
77
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
8：
50
～
12
：
50

内
　
容

・
邦
楽
演
奏
（「
春
の
海
」「
さ
く
ら
さ
く
ら
」「
荒
城
の
月
」）
　
　
　
・
楽
器
説
明
　
　
　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
体
験
）

成
　
果

生
徒
は
邦
楽
に
関
心
を
も
ち
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
箏
に
触
れ
、
音
を
出
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
演
奏
を
実
際
に
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

福
渡
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

3・
4年
生
11
名
、
5・
6年
生
12
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

は
じ
め
に
、
講
師
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
を
半
々
に
分
け
て
、
箏
と
尺
八
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
た
。
　

成
　
果

和
楽
器
の
プ
ロ
の
演
奏
を
初
め
て
聞
き
、
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
は
、
音
を
出
す
だ
け
で
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
験
の
乏
し
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
和
楽
器
の
生
演
奏
を
近
く
で
聞
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
や
和
楽
器
の
魅
力
に
も
触
れ
る
機
会
に
し
た
い
。

伊
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
澄
之
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

津
島
児
童
学
院
内

対
象
者

4
～
6年
生
6名

派
遣
学
級

日
　
時

令
和
4年
12
月
1日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
00

内
　
容

・
箏
と
尺
八
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
つ
い
て
演
奏
を
組
合
せ
な
が
ら
説
明
（
歴
史
や
音
が
出
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
）　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
よ
る
演
奏
「
六
段
の
調
」「
春
の
海
」「
Be
lie
ve
」
を
鑑
賞
　
　
　
・
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
に
つ
い
て
の
説
明
を
通
し
て
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
生
演
奏
を
鑑
賞
し
、
実
際
に
楽
器
に
触
れ
た
り
、
音
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
音
色
の
美
し
さ
や
魅
力
を
感
じ
、
楽
器
へ
の

親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
体
験
の
中
で
音
を
出
せ
た
こ
と
や
、
曲
が
少
し
で
も
演
奏
で
き
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
に
親
し
む
。

箕
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
荒
川
　
智
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

6年
生
48
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
・
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
を
体
験

成
　
果

日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伝
統
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
よ
う
と
い
っ
た
気
持
ち
を
も
つ
児
童
が
多
く
い
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

実
際
に
日
本
の
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
色
を
味
わ
っ
た
り
す
る
経
験
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
に
親
し
む
。

平
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

4年
生
38
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
19
日
（
月
）
10
：
00
～
12
：
20

内
　
容

講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
2つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
を
実
施
し
た
。

成
　
果

普
段
身
近
に
な
い
日
本
楽
器
の
音
色
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
楽
器
や
文
化
に
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
演
奏
の
難
し
さ
を
感
じ
、
演
奏
者
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

古
く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
伝
統
楽
器
の
音
色
や
曲
を
聞
い
た
り
、
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
。

雄
神
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
児
仁
井
　
直
美
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
素
山

対
象
者

4年
生
11
名

日
　
時

令
和
5年
1月
13
日
（
金
）
10
：
30
～
12
：
00

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
曲
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
と
尺
八
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
。
　
　
　
・
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
合
奏

成
　
果

こ
れ
ま
で
に
演
奏
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
児
童
ば
か
り
な
た
め
、
箏
や
尺
八
の
音
の
出
し
方
や
音
色
の
美
し
さ
な
ど
に
大
変
興
味
を
も
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
音
楽
や
楽
器
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

7
岡
山
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
に
つ
い
て
講
師
の
話
や
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
味
わ
い
、
よ
り
幅
広
く
音
楽
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

陵
南
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
、
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山
、
黒
住
　
素
山

対
象
者

5年
生
15
2名

日
　
時

①
令
和
5年
1月
19
日
（
木
）
8：
50
～
12
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
１
月
20
日
（
金
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
箏
、
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
歴
史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
近
く
で
音
を
聞
く
。
　
　
　

成
　
果

・
生
の
演
奏
を
聞
い
た
こ
と
で
、
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
歴
史
や
つ
く
り
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

・
箏
の
演
奏
体
験
を
通
し
て
、
演
奏
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
、
今
後
の
楽
器
演
奏
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
。

8
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
楽
器
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
音
色
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

宇
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
、
菅
田
　
章
喜
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

5年
生
14
2名

日
　
時

令
和
5年
1月
19
日
（
木
）
8：
55
～
12
：
35

内
　
容

箏
と
尺
八
で
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
聞
き
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
、
尺
八
の
教
室
で
は
、
演
奏
に
加
え
、
奏
法
や
尺
八
の
種
類
に
つ
い
て
学
び
、
箏
の
教
室
で
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

実
際
に
弾
く
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

生
演
奏
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
迫
力
の
あ
る
響
き
を
味
わ
い
、
和
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
り
、
触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
ま
た
や
っ
て

み
た
い
と
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
演
奏
を
実
際
に
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

福
渡
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

3・
4年
生
11
名
、
5・
6年
生
12
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

は
じ
め
に
、
講
師
の
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
を
半
々
に
分
け
て
、
箏
と
尺
八
を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
た
。
　

成
　
果

和
楽
器
の
プ
ロ
の
演
奏
を
初
め
て
聞
き
、
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
は
、
音
を
出
す
だ
け
で
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
経
験
の
乏
し
い
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、
和
楽
器
の
生
演
奏
を
近
く
で
聞
い
た
り
、
楽
器
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
邦
楽
や
和
楽
器
の
魅
力
に
も
触
れ
る
機
会
に
し
た
い
。

伊
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
澄
之
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

津
島
児
童
学
院
内

対
象
者

4
～
6年
生
6名

派
遣
学
級

日
　
時

令
和
4年
12
月
1日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
00

内
　
容

・
箏
と
尺
八
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
つ
い
て
演
奏
を
組
合
せ
な
が
ら
説
明
（
歴
史
や
音
が
出
る
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
）　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
よ
る
演
奏
「
六
段
の
調
」「
春
の
海
」「
Be
lie
ve
」
を
鑑
賞
　
　
　
・
演
奏
体
験

成
　
果

箏
や
尺
八
に
つ
い
て
の
説
明
を
通
し
て
、
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
生
演
奏
を
鑑
賞
し
、
実
際
に
楽
器
に
触
れ
た
り
、
音
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
音
色
の
美
し
さ
や
魅
力
を
感
じ
、
楽
器
へ
の

親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
体
験
の
中
で
音
を
出
せ
た
こ
と
や
、
曲
が
少
し
で
も
演
奏
で
き
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
箏
を
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
音
楽
に
親
し
む
。

箕
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
荒
川
　
智
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

6年
生
48
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
8日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
箏
・
尺
八
の
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
を
体
験

成
　
果

日
本
の
伝
統
音
楽
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
伝
統
音
楽
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
続
け
よ
う
と
い
っ
た
気
持
ち
を
も
つ
児
童
が
多
く
い
た
。

5
岡
山
市
立

目
　
標

実
際
に
日
本
の
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
色
を
味
わ
っ
た
り
す
る
経
験
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
に
親
し
む
。

平
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

4年
生
38
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
19
日
（
月
）
10
：
00
～
12
：
20

内
　
容

講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、
2つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
を
実
施
し
た
。

成
　
果

普
段
身
近
に
な
い
日
本
楽
器
の
音
色
を
味
わ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の
楽
器
や
文
化
に
親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
演
奏
の
難
し
さ
を
感
じ
、
演
奏
者
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

古
く
か
ら
伝
わ
る
日
本
の
伝
統
楽
器
の
音
色
や
曲
を
聞
い
た
り
、
演
奏
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
。

雄
神
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
児
仁
井
　
直
美
　
　
　［
尺
八
］
黒
住
　
素
山

対
象
者

4年
生
11
名

日
　
時

令
和
5年
1月
13
日
（
金
）
10
：
30
～
12
：
00

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
曲
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
と
尺
八
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
。
　
　
　
・
全
員
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
合
奏

成
　
果

こ
れ
ま
で
に
演
奏
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
児
童
ば
か
り
な
た
め
、
箏
や
尺
八
の
音
の
出
し
方
や
音
色
の
美
し
さ
な
ど
に
大
変
興
味
を
も
っ
て
話
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
日
本
の
音
楽
や
楽
器
へ
の
関
心
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

7
岡
山
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
に
つ
い
て
講
師
の
話
や
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
伝
統
音
楽
の
良
さ
を
味
わ
い
、
よ
り
幅
広
く
音
楽
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

陵
南
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
、
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山
、
黒
住
　
素
山

対
象
者

5年
生
15
2名

日
　
時

①
令
和
5年
1月
19
日
（
木
）
8：
50
～
12
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
１
月
20
日
（
金
）
8：
50
～
12
：
30

内
　
容

・
楽
器
の
説
明
　
　
　
・
箏
、
尺
八
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
歴
史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
近
く
で
音
を
聞
く
。
　
　
　

成
　
果

・
生
の
演
奏
を
聞
い
た
こ
と
で
、
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
歴
史
や
つ
く
り
に
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

・
箏
の
演
奏
体
験
を
通
し
て
、
演
奏
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
、
今
後
の
楽
器
演
奏
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
。

8
岡
山
市
立

目
　
標

箏
や
尺
八
の
楽
器
演
奏
を
目
の
前
で
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
音
色
や
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
い
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

宇
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
、
菅
田
　
章
喜
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山

対
象
者

5年
生
14
2名

日
　
時

令
和
5年
1月
19
日
（
木
）
8：
55
～
12
：
35

内
　
容

箏
と
尺
八
で
「
春
の
海
」
の
演
奏
を
聞
き
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
に
分
か
れ
、
尺
八
の
教
室
で
は
、
演
奏
に
加
え
、
奏
法
や
尺
八
の
種
類
に
つ
い
て
学
び
、
箏
の
教
室
で
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

実
際
に
弾
く
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

生
演
奏
を
間
近
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
迫
力
の
あ
る
響
き
を
味
わ
い
、
和
楽
器
の
音
色
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
り
、
触
れ
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
ま
た
や
っ
て

み
た
い
と
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
良
い
経
験
と
な
っ
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

9
岡
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
直
接
触
れ
た
り
、
演
奏
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
や
そ
の
音
色
の
良
さ
を
学
ぶ
。

政
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

5年
生
36
名

日
　
時

令
和
5年
1月
23
日
（
月
）
14
：
00
～
14
：
45

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
爪
を
つ
け
て
実
際
に
弾
き
、
指
導
を
受
け
た
。
　
　
　
・
尺
八
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

成
　
果

尺
八
や
箏
曲
の
歴
史
を
学
び
、
日
本
の
伝
統
音
楽
に
つ
い
て
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

10
岡
山
市
立

目
　
標

5年
生
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
の
題
材
の
中
で
、
箏
と
尺
八
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
、
邦
楽
の
学
習
を
深
め
た
い
。

操
南
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
木
村
　
倫
子
　
　
　［
尺
八
］
松
本
　
惷
山

対
象
者

5年
生
99
名

日
　
時

令
和
5年
1月
26
日
（
木
）
9：
45
～
12
：
30

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
2グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
尺
八
に
つ
い
て
の
学
習
と
箏
の
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

成
　
果

初
め
て
尺
八
と
箏
に
触
れ
る
児
童
も
多
く
、
演
奏
を
生
で
聞
い
た
り
、
実
際
に
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
で
、
和
楽
器
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
で
、
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

11
岡
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
児
童
が
、
鑑
賞
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
音
色
の
良
さ
を
感
じ
取
り
、
豊
か
な
感
性
を
養
う
。

加
茂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
菅
田
　
章
喜
　
　
　［
尺
八
］
藤
原
　
匠
山

対
象
者

5年
生
40
名

日
　
時

令
和
5年
1月
27
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
　
　
　
・
尺
八
の
説
明

成
　
果

初
め
て
目
に
し
た
箏
や
尺
八
に
興
味
を
も
ち
、
進
ん
で
鑑
賞
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
箏
の
絃
を
順
番
に
弾
い
た
り
、
尺
八
の
歴
史
や
独
特
な
音
色
に
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
階
に
親
し
み
、
次
の

授
業
へ
の
動
機
付
け
に
も
つ
な
が
っ
た
。

12
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
授
業
の
一
貫
と
し
て
、
箏
曲
や
尺
八
の
演
奏
を
生
で
聞
い
た
り
、
奏
法
を
学
ん
だ
り
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
や
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
伝
統
楽
器
や
文
化
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
も
つ
。

馬
屋
下
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
中
川
　
博
子
　
　
　［
尺
八
］
佐
藤
　
秧
山
　

対
象
者

5・
6年
生
47
名

日
　
時

令
和
5年
1月
27
日
（
金
）
13
：
55
～
15
：
30

内
　
容

・
箏
や
尺
八
の
基
本
的
な
奏
法
を
学
ぶ
。
　
　
　
・
簡
単
な
曲
に
挑
戦
す
る
。
　
　
　
・「
春
の
海
」
を
鑑
賞
す
る
。

成
　
果

本
格
的
な
生
演
奏
に
触
れ
、
真
剣
に
「
春
の
海
」
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
で
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
演
奏
し
、
基
本
的
な
奏
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
は
、
演
奏
体
験
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

13
岡
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
親
し
む
。

大
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山
、
黒
住
　
素
山

対
象
者

4・
5年
生
14
7名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
2日
（
木
）
9：
40
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
2月
3日
（
金
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

箏
・
尺
八
の
体
験
学
習

成
　
果

短
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
楽
器
を
実
際
に
演
奏
で
き
、
と
て
も
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
は
、
な
か
な
か
音
が
出
な
い
児
童
が
多
い
中
、
音
が
出
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
姿
が
見

ら
れ
た
。

14
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
親
し
み
、
我
が
国
の
音
楽
を
大
切
に
す
る
心
情
を
育
て
る
。

玉
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

4年
生
71
名

日
　
時

令
和
4年
6月
21
日
（
火
）
8：
45
～
12
：
30

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
生
演
奏
、
楽
器
紹
介
、
楽
器
体
験
　
　
　
・
児
童
と
講
師
に
よ
る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
合
奏

成
　
果

生
の
音
を
聞
く
こ
と
で
、
日
本
の
楽
器
や
音
楽
を
今
ま
で
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
箏
で
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
練
習
し
、
糸
の
張
り
具
合
や
弾
力
、
振
動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
細
か
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

響
き
の
あ
る
音
で
演
奏
で
き
る
児
童
が
増
え
、
最
後
に
は
、
ピ
ア
ノ
と
講
師
と
児
童
で
合
奏
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

15
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

中
島
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
、
湊
　
紀
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

5年
生
17
4名

日
　
時

令
和
4年
12
月
16
日
（
金
）
9：
35
～
12
：
25
、
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
演
奏
を
鑑
賞
す
る
。
　
　
　
・
楽
器
の
奏
法
や
楽
曲
の
解
説
　
　
　
・
箏
の
演
奏
体
験
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」　
　
　
・
尺
八
の
音
の
出
し
方
を
体
験

成
　
果

箏
・
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
楽
器
の
音
を
出
し
て
み
る
体
験
を
通
し
て
、
和
楽
器
を
身
近
に
感
じ
、
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

16
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

菅
生
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

6年
生
62
名

日
　
時

令
和
5年
1月
12
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
楽
器
、
楽
曲
の
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験
（
箏
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
一
部
を
弾
く
、
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
の
吹
き
方
と
音
出
し
体
験
）

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
て
、
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
演
奏
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
り
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
、
も
っ
と
演
奏
し

て
み
た
い
と
い
う
児
童
が
多
く
い
た
。

17
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

大
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
、
湊
　
紀
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
18
9名

日
　
時

令
和
5年
1月
16
日
（
月
）
9：
35
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
つ
い
て
の
楽
器
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験
（
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
を
使
っ
て
運
指
体
験
）

成
　
果

・
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
ち
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
わ
い
た
。
　
　
　
・
楽
器
や
曲
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

・
演
奏
の
仕
方
や
い
ろ
い
ろ
な
奏
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

18
倉
敷
市
立

目
　
標

参
加
し
た
児
童
が
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

葦
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
森
　
祥
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

4・
5年
生
23
7名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
9日
（
木
）
8：
45
～
12
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
2月
22
日
（
水
）
9：
40
～
12
：
30

内
　
容

・
邦
楽
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
実
技
体
験

成
　
果

日
本
の
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

19
津
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
、
興
味
を
も
ち
、
伝
統
文
化
の
良
さ
を
知
る
。

加
茂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

4年
生
23
名
、
5年
生
27
名

日
　
時

令
和
4年
7月
1日
（
金
）
10
：
45
～
12
：
25

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
楽
器
の
体
験

成
　
果

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
の
迫
力
に
感
銘
を
受
け
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
。
箏
の
体
験
で
は
、
楽
譜
の
一
行
目
が
弾
け
て
う
れ
し
く
、
も
っ
と
弾
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
音
の
出
た
子
ど
も
は
少
な
く
、

難
し
さ
を
感
じ
悔
し
が
る
子
も
多
く
い
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
た
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
。

20
津
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
、
和
楽
器
の
良
さ
を
知
る
。

鶴
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
62
名
、
6年
生
68
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

「
春
の
海
」「
千
鳥
の
曲
」
の
鑑
賞
、
お
よ
び
箏
・
尺
八
の
説
明
と
演
奏
体
験

成
　
果

日
本
の
音
楽
を
生
演
奏
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
音
の
迫
力
や
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
実
際
に
和
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
音
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ
や
音
を
出
せ
た
時
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
伝
統
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま
っ
た
。

21
津
山
市
立

目
　
標

本
物
を
見
て
、
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
和
楽
器
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
。

向
陽
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
45
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
9日
（
金
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

鑑
賞
「
春
の
海
」
講
師
に
よ
る
生
演
奏

・
尺
八
…
歴
史
、
種
類
な
ど
の
講
義
、
体
験
　
　
　
・
箏
曲
…
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
体
験
、
指
導

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
、
本
物
を
見
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
理
解
も
深
ま
り
、
今
後
の
生
活
の
中
で
も
、
邦
楽
に
関
す
る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

22
津
山
市
立

目
　
標

5年
生
の
音
楽
で
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
と
い
う
単
元
が
あ
る
。
本
物
の
楽
器
を
見
て
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
た
い
。

高
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
60
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
14
日
（
水
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
を
聞
き
、
2つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
歴
史
や
部
位
の
名
称
の
説
明
後
、
箏
曲
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
弾
き
、
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
の
音
出
し
体
験
を
し
た
。

成
　
果

今
回
は
例
年
よ
り
講
座
の
時
間
を
長
め
に
お
願
い
し
た
の
で
、
児
童
た
ち
も
伸
び
伸
び
と
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
・
箏
を
身
近
に
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
和
楽
器
の
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

16
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

菅
生
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

6年
生
62
名

日
　
時

令
和
5年
1月
12
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
30

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
楽
器
、
楽
曲
の
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験
（
箏
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
一
部
を
弾
く
、
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
の
吹
き
方
と
音
出
し
体
験
）

成
　
果

箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
て
、
音
色
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
演
奏
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
り
し
た
。
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
、
も
っ
と
演
奏
し

て
み
た
い
と
い
う
児
童
が
多
く
い
た
。

17
倉
敷
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
む
。

大
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
渡
谷
　
元
子
、
湊
　
紀
子
　
　
　［
尺
八
］
丸
野
　
怜
山

対
象
者

6年
生
18
9名

日
　
時

令
和
5年
1月
16
日
（
月
）
9：
35
～
15
：
40

内
　
容

・「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
つ
い
て
の
楽
器
解
説
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験
（
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
を
使
っ
て
運
指
体
験
）

成
　
果

・
演
奏
を
聞
い
た
り
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
や
和
楽
器
に
興
味
を
も
ち
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
が
わ
い
た
。
　
　
　
・
楽
器
や
曲
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。

・
演
奏
の
仕
方
や
い
ろ
い
ろ
な
奏
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

18
倉
敷
市
立

目
　
標

参
加
し
た
児
童
が
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

葦
高
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
森
　
祥
子
　
　
　［
尺
八
］
大
森
　
勢
山

対
象
者

4・
5年
生
23
7名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
9日
（
木
）
8：
45
～
12
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
2月
22
日
（
水
）
9：
40
～
12
：
30

内
　
容

・
邦
楽
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
の
実
技
体
験

成
　
果

日
本
の
音
楽
に
親
し
み
を
も
ち
、
箏
や
尺
八
の
演
奏
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

19
津
山
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
理
解
を
深
め
、
興
味
を
も
ち
、
伝
統
文
化
の
良
さ
を
知
る
。

加
茂
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

4年
生
23
名
、
5年
生
27
名

日
　
時

令
和
4年
7月
1日
（
金
）
10
：
45
～
12
：
25

内
　
容

・「
春
の
海
」
の
鑑
賞
　
　
　
・
箏
、
尺
八
に
つ
い
て
の
話
　
　
　
・
楽
器
の
体
験

成
　
果

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
の
迫
力
に
感
銘
を
受
け
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
。
箏
の
体
験
で
は
、
楽
譜
の
一
行
目
が
弾
け
て
う
れ
し
く
、
も
っ
と
弾
き
た
い
と
目
を
輝
か
せ
た
。
尺
八
の
体
験
で
は
音
の
出
た
子
ど
も
は
少
な
く
、

難
し
さ
を
感
じ
悔
し
が
る
子
も
多
く
い
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
た
す
ば
ら
し
い
体
験
が
で
き
た
。

20
津
山
市
立

目
　
標

箏
・
尺
八
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
音
楽
に
親
し
み
、
和
楽
器
の
良
さ
を
知
る
。

鶴
山
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
62
名
、
6年
生
68
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

「
春
の
海
」「
千
鳥
の
曲
」
の
鑑
賞
、
お
よ
び
箏
・
尺
八
の
説
明
と
演
奏
体
験

成
　
果

日
本
の
音
楽
を
生
演
奏
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
音
の
迫
力
や
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
実
際
に
和
楽
器
に
触
れ
る
こ
と
で
、
音
を
出
す
こ
と
の
難
し
さ
や
音
を
出
せ
た
時
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
伝
統
音
楽
へ
の
興
味
や
関
心
が
深
ま
っ
た
。

21
津
山
市
立

目
　
標

本
物
を
見
て
、
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
和
楽
器
へ
の
理
解
を
深
め
た
い
。

向
陽
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
45
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
9日
（
金
）
9：
35
～
11
：
25

内
　
容

鑑
賞
「
春
の
海
」
講
師
に
よ
る
生
演
奏

・
尺
八
…
歴
史
、
種
類
な
ど
の
講
義
、
体
験
　
　
　
・
箏
曲
…
箏
曲
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
体
験
、
指
導

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
、
本
物
を
見
て
体
験
す
る
こ
と
で
、
理
解
も
深
ま
り
、
今
後
の
生
活
の
中
で
も
、
邦
楽
に
関
す
る
興
味
や
関
心
が
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。

22
津
山
市
立

目
　
標

5年
生
の
音
楽
で
「
日
本
の
音
楽
に
親
し
も
う
」
と
い
う
単
元
が
あ
る
。
本
物
の
楽
器
を
見
て
生
演
奏
を
聞
き
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
た
い
。

高
野
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山

対
象
者

5年
生
60
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
14
日
（
水
）
8：
40
～
12
：
20

内
　
容

「
春
の
海
」
の
生
演
奏
を
聞
き
、
2つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
箏
と
尺
八
の
歴
史
や
部
位
の
名
称
の
説
明
後
、
箏
曲
は
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
弾
き
、
塩
ビ
管
で
で
き
た
尺
八
の
音
出
し
体
験
を
し
た
。

成
　
果

今
回
は
例
年
よ
り
講
座
の
時
間
を
長
め
に
お
願
い
し
た
の
で
、
児
童
た
ち
も
伸
び
伸
び
と
頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
。
尺
八
・
箏
を
身
近
に
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
和
楽
器
の
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

23
総
社
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
響
き
と
旋
律
の
美
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

総
社
北
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5年
生
24
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
9日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
20

内
　
容

・
箏
曲
、
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
　
　
　
・
箏
と
尺
八
の
体
験

成
　
果

箏
と
尺
八
の
音
色
を
生
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
児
童
・
教
師
と
も
に
感
動
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
演
奏
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
、
和
楽
器
の
良
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

24
総
社
市
立

目
　
標

和
楽
器
に
触
れ
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
の
音
楽
の
特
徴
を
把
握
し
づ
ら
い
現
状
が
あ
る
。
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
に
実
際
の
演
奏
の
様
子
や
音
色
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
わ
せ
た
い
。

池
田
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
荒
川
　
萄
山

対
象
者

5・
6年
生
10
名

日
　
時

令
和
5年
1月
27
日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
20

内
　
容

・
講
師
に
よ
る
「
春
の
海
」
の
模
範
演
奏
を
聞
い
た
。
　
　
　
・
指
導
の
も
と
、
箏
と
尺
八
の
演
奏
体
験
を
行
っ
た
。

成
　
果

・
た
く
さ
ん
の
楽
器
を
用
意
し
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
し
っ
か
り
と
楽
器
に
触
れ
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
・
音
色
や
演
奏
を
じ
か
に
味
わ
う
こ
と
で
、
和
楽
器
に
親
し
み
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

25
総
社
市
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
演
奏
体
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
の
良
さ
に
触
れ
、
豊
か
な
情
操
を
養
う
。

総
社
東
小
学
校

講
　
師

［
筝
曲
］
内
藤
　
育
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

5年
生
58
名

日
　
時

令
和
5年
2月
8日
（
水
）
13
：
20
～
14
：
55

内
　
容

・
箏
と
尺
八
の
演
奏
鑑
賞
「
春
の
海
」　
　
　
・
部
屋
を
分
け
て
、
箏
と
尺
八
を
15
分
ず
つ
体
験
　
　
　
・
感
想
発
表

成
　
果

箏
と
尺
八
の
生
の
音
色
と
演
奏
す
る
姿
に
、
間
近
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
師
か
ら
優
し
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
に
直
接
触
れ
、
特
性
や
奏
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
初
め
て
音
を
出
す
こ
と

が
で
き
た
り
、
簡
単
な
曲
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

26
瀬
戸
内
市
立

目
　
標

箏
曲
と
尺
八
の
生
演
奏
を
視
聴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
音
楽
に
触
れ
る
。
箏
・
尺
八
に
親
し
み
を
も
ち
、
和
楽
器
の
良
さ
を
知
り
、
奏
で
る
経
験
を
す
る
。

邑
久
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山
、
松
本
　
惷
山

対
象
者

5年
生
12
6名

日
　
時

①
令
和
5年
1月
12
日
（
木
）
9：
35
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
5年
1月
13
日
（
金
）
9：
35
～
11
：
35

内
　
容

・
鑑
賞
「
春
の
海
」「
さ
く
ら
舞
曲
」　
　
　
・
体
験
：
箏
と
尺
八
に
分
か
れ
て
、
交
代
で
実
技
指
導

成
　
果

日
常
、
本
物
を
目
に
す
る
こ
と
の
少
な
い
、
箏
や
尺
八
の
生
演
奏
を
視
聴
し
、
児
童
は
心
と
身
体
で
感
じ
、
感
動
し
て
い
る
様
子
が
見
え
た
。
講
師
が
優
し
く
丁
寧
に
一
人
ひ
と
り
に
指
導
し
て
く
だ
さ
り
、
箏
で
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

が
弾
け
た
り
、
尺
八
の
音
の
鳴
ら
し
方
を
学
ん
だ
り
、
講
師
と
合
奏
が
で
き
た
り
と
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
た
。

27
久
米
南
町
立

目
　
標

箏
と
尺
八
の
生
演
奏
を
聞
い
た
り
、
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
楽
器
に
親
し
み
、
日
本
の
音
楽
の
特
徴
や
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

弓
削
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

4
～
6年
生
20
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
29
日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
25
　

内
　
容

・
箏
、
尺
八
の
楽
器
説
明
　
　
　
・「
春
の
海
」
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
・
演
奏
体
験

成
　
果

間
近
で
生
演
奏
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
和
楽
器
の
音
色
の
す
ば
ら
し
さ
や
奏
法
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
楽
器
に
触
れ
て
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
演
奏
す
る
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

28
吉
備
中
央
町
立

目
　
標

伝
統
的
な
和
楽
器
（
箏
曲
・
尺
八
）
の
本
物
の
演
奏
を
聞
く
と
と
も
に
、
実
際
に
演
奏
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
和
楽
器
に
親
し
む
と
と
も
に
日
本
の
文
化
を
知
る
。

上
竹
荘
小
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
安
立
　
裕
子
　
　
　［
尺
八
］
塩
治
　
尺
山

対
象
者

5・
6年
生
13
名

日
　
時

令
和
5年
1月
16
日
（
月
）
13
：
30
～
15
：
05

内
　
容

・
楽
器
説
明
、
講
師
に
よ
る
演
奏
「
春
の
海
」
鑑
賞
　
　
　
・
箏
曲
、
尺
八
演
奏
体
験
　
　
　
・
講
師
と
と
も
に
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
合
奏
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
演
奏
「
さ
く
ら
舞
曲
」
鑑
賞
（
4年
生
8名
も
一
緒
に
）

成
　
果

初
め
て
箏
と
尺
八
を
目
に
し
た
り
、
触
れ
た
り
す
る
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
爪
を
つ
け
て
箏
曲
の
弦
を
弾
い
た
感
触
や
尺
八
の
音
を
出
す
こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
師
に
よ
る
演
奏
を

鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
名
曲
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
。

【
和
太
鼓
】

番
号

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

放
課
後
に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
と
関
心
の
高
い
和
太
鼓
の
体
験
学
習
を
通
し
て
、
明
る
く
健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
の
機
会
を
地
域
と
協
働
で
一
体
と
な
っ
て
提
供
す
る
。

操
明
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4
～
6年
生
18
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
3日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
7月
1日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
③
令
和
4年
9月
16
日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
2月
3日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00

内
　
容

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る
和
太
鼓
の
親
し
み
方
、
学
習
の
心
構
え
や
礼
儀
作
法
か
ら
演
奏
の
姿
勢
動
作
、
ば
ち
の
使
い
方
や
リ
ズ
ム
の
と
り
方
な
ど
、
基
本
作
法
を
初
心
者
で
も
分
か
る
よ
う
に
指
導
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

和
太
鼓
の
講
座
を
通
し
て
、
演
技
技
法
に
つ
い
て
、
洗
練
さ
れ
た
丁
寧
な
指
導
法
で
子
ど
も
の
心
を
つ
か
み
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
、
上
達
も
早
か
っ
た
。
操
明
学
区
の
桜
ま
つ
り
に
、
和
太
鼓
こ
ど
も
教
室
と
し
て
出
演
し
、
地
域

の
方
か
ら
喜
ば
れ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
岡
山
市
立

目
　
標

・
指
導
を
通
し
て
、
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
技
術
を
身
に
付
け
、
自
信
を
も
っ
て
真
剣
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
・
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け
、
き
び
き
び
と
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

御
津
南
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
28
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
8日
（
水
）
9：
45
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
7日
（
水
）
8：
50
～
9：
35
　
　
　
③
令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
8：
50
～
9：
35
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
9：
45
～
10
：
30

内
　
容

和
太
鼓
の
指
導

成
　
果

・
練
習
を
積
み
重
ね
、
基
本
的
な
演
奏
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
で
演
奏
を
披
露
し
、
多
く
の
方
か
ら
拍
手
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

・
礼
の
大
切
さ
や
稽
古
を
受
け
る
者
と
し
て
の
姿
勢
も
学
び
、
き
び
き
び
と
行
動
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
、
大
切
に
す
る
た
め
に
、
和
太
鼓
の
技
術
を
身
に
付
け
る
。

庄
内
小
学
校

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

5年
生
72
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
10
日
（
水
）
9：
40
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
5日
（
水
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
、
素
材
に
つ
い
て
　
　
　
・
基
本
の
打
ち
方
、
リ
ズ
ム
打
ち
　
　
　
・
八
木
節
の
和
太
鼓
パ
ー
ト
の
リ
ズ
ム
打
ち

成
　
果

和
太
鼓
の
響
き
を
感
じ
な
が
ら
、
迫
力
の
あ
る
音
を
出
す
た
め
に
、
姿
勢
や
ば
ち
の
持
ち
方
を
講
師
に
教
わ
っ
た
よ
う
に
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
西
洋
の
打
楽
器
と
の
違
い
や
日
本
の
楽
器
の
良
さ

に
気
付
き
、
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

自
立
活
動
と
し
て
、
担
任
は
児
童
同
士
を
つ
な
げ
る
支
援
を
、
講
師
は
演
奏
技
術
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
と
演
奏
技
術
の
両
方
の
向
上
を
目
指
し
、
成
功
体
験
を
増
や
す
こ
と
。

中
山
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

1
～
3年
生
27
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
17
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
30
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
25
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
1月
12
日
（
木
）
13
：
30
～
14
：
30

内
　
容

・
日
本
の
伝
統
に
よ
る
稽
古
の
仕
方
や
作
法
の
学
習
　
　
　
・
和
太
鼓
の
基
本
所
作
、
演
奏
法
の
学
習

成
　
果

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
お
互
い
を
見
る
こ
と
が
中
心
で
、
そ
の
場
で
声
を
か
け
合
う
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
友
だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
児
童
が
増
え
、
ま
た
、
演
奏
技
術
も
向
上
し
、
発
表
会
も
実

施
で
き
た
。

5
岡
山
市
立

古
都
小
学
校

目
　
標

3年
ぶ
り
に
地
域
の
お
祭
り
が
開
催
の
方
向
で
話
が
進
み
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
太
鼓
囃
子
で
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
。
地
域
の
伝
統
で
も
あ
る
「
古
都
音
頭
」
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、

可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち
に
和
太
鼓
演
奏
の
機
会
を
設
け
る
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
63
名

日
　
時

①
令
和
4年
7月
14
日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
7日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
18
日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00

内
　
容

低
学
年
の
児
童
は
「
紅
蓮
華
」
に
合
わ
せ
て
太
鼓
演
奏
の
練
習
を
し
、
そ
し
て
高
学
年
は
太
鼓
囃
子
「
豊
地
」「
閃
光
」
を
、
児
童
全
員
で
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
古
都
音
頭
」
の
練
習
を
し
た
。
併
せ
て
、
和
太
鼓
の
基
本

所
作
や
日
本
古
来
の
お
辞
儀
な
ど
、
丁
寧
に
指
導
い
た
だ
い
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
の
参
加
に
加
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
募
集
で
、
高
学
年
7名
の
追
加
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

成
　
果

出
演
予
定
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
変
更
と
な
り
、
講
座
の
日
程
を
延
期
し
て
の
練
習
と
な
っ
た
。
練
習
再
開
す
る
ま
で
の
間
、
児
童
・
保
護
者
か
ら
太
鼓
の
練
習
・
発
表
の
開
催
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
再
開
が
決
ま
る
と
、
喜

び
と
と
も
に
曲
目
を
よ
く
覚
え
、
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
1
～
3年
生
は
初
め
て
和
太
鼓
を
体
験
す
る
児
童
が
多
か
っ
た
の
で
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
練
習
し
、
4
～
6年
生
は
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
演
奏
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に
練
習
し
た
。
短
期
間
の
練
習
で
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
演
奏
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
児
童
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
た
。
地
域
の
人
々
か
ら
の
歓
声
と
拍
手
を
受
け
て
、

来
年
度
に
向
け
て
の
「
古
都
音
頭
」
の
継
承
と
、
地
元
へ
の
愛
着
が
芽
生
え
た
。

6
岡
山
市
立

南
輝
小
学
校

目
　
標

支
援
学
級
の
児
童
に
と
っ
て
、
姿
勢
の
維
持
・
適
切
な
声
の
出
し
方
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
な
ど
、
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
課
題
が
あ
る
。
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
自
立
活

動
と
し
て
の
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
す
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
35
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
16
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
20
日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

基
本
的
な
姿
勢
や
ば
ち
の
動
か
し
方
を
、
講
師
の
動
き
を
ま
ね
す
る
こ
と
で
習
得
し
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
練
習
し
、
そ
の
後
、
曲
に
合
わ
せ
て
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。
1回
目
は
、
動
き
も
ぎ
こ
ち
な

く
恐
る
恐
る
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
が
、
2回
目
は
、
前
回
の
内
容
を
よ
く
覚
え
て
い
る
こ
と
で
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
緊
張
し
て
い
た
1回
目
に
比
べ
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
く
演
奏
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。
楽
し
い
、
も
っ
と
や
り
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
充
実
し
た
活
動
だ
っ
た
。

成
　
果

普
段
は
あ
ま
り
し
な
い
よ
う
な
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
講
師
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
動
き
を
よ
く
見
て
ま
ね
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
次
々
と
新
し
い
動
き
を
ま
ね
し
て
い
く
こ
と
に
も
一
生
懸
命
つ
い
て
い
き
、
ど

ん
ど
ん
い
ろ
い
ろ
な
た
た
き
方
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
連
の
動
き
が
で
き
た
後
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
、
一
段
と
意
欲
的
に
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
体
を
動
か
し
た
り
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
た
り
す
る
心

地
良
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
よ
う
だ
。
生
き
生
き
と
活
動
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

7
倉
敷
市
立

目
　
標

姿
勢
や
作
法
、
演
奏
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
50
周
年
式
典
で
自
信
を
も
っ
て
演
奏
す
る
。

緑
丘
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4
～
6年
生
15
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
30
日
（
木
）
14
：
50
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
15
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
13
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40
　
　
　
④
令
和
4年
10
月
20
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40

内
　
容

和
太
鼓
の
演
奏
技
術
、
立
ち
方
、
座
り
方
や
礼
の
作
法
な
ど

成
　
果

和
太
鼓
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
や
迫
力
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
、
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
50
周
年
式
典
に
向
け
て
、
作
曲
・
照
明
な
ど

舞
台
づ
く
り
に
も
協
力
し
て
た
だ
き
、
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

－ 10 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
岡
山
市
立

目
　
標

・
指
導
を
通
し
て
、
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
技
術
を
身
に
付
け
、
自
信
を
も
っ
て
真
剣
に
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
　
　
　
・
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け
、
き
び
き
び
と
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

御
津
南
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
28
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
8日
（
水
）
9：
45
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
7日
（
水
）
8：
50
～
9：
35
　
　
　
③
令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
8：
50
～
9：
35
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
9：
45
～
10
：
30

内
　
容

和
太
鼓
の
指
導

成
　
果

・
練
習
を
積
み
重
ね
、
基
本
的
な
演
奏
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
行
事
で
演
奏
を
披
露
し
、
多
く
の
方
か
ら
拍
手
を
い
た
だ
き
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

・
礼
の
大
切
さ
や
稽
古
を
受
け
る
者
と
し
て
の
姿
勢
も
学
び
、
き
び
き
び
と
行
動
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
文
化
の
良
さ
に
気
付
き
、
大
切
に
す
る
た
め
に
、
和
太
鼓
の
技
術
を
身
に
付
け
る
。

庄
内
小
学
校

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

5年
生
72
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
10
日
（
水
）
9：
40
～
11
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
5日
（
水
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
、
素
材
に
つ
い
て
　
　
　
・
基
本
の
打
ち
方
、
リ
ズ
ム
打
ち
　
　
　
・
八
木
節
の
和
太
鼓
パ
ー
ト
の
リ
ズ
ム
打
ち

成
　
果

和
太
鼓
の
響
き
を
感
じ
な
が
ら
、
迫
力
の
あ
る
音
を
出
す
た
め
に
、
姿
勢
や
ば
ち
の
持
ち
方
を
講
師
に
教
わ
っ
た
よ
う
に
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
西
洋
の
打
楽
器
と
の
違
い
や
日
本
の
楽
器
の
良
さ

に
気
付
き
、
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

自
立
活
動
と
し
て
、
担
任
は
児
童
同
士
を
つ
な
げ
る
支
援
を
、
講
師
は
演
奏
技
術
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
と
演
奏
技
術
の
両
方
の
向
上
を
目
指
し
、
成
功
体
験
を
増
や
す
こ
と
。

中
山
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

1
～
3年
生
27
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
17
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
30
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
25
日
（
金
）
13
：
30
～
14
：
30
　
　
　
④
令
和
5年
1月
12
日
（
木
）
13
：
30
～
14
：
30

内
　
容

・
日
本
の
伝
統
に
よ
る
稽
古
の
仕
方
や
作
法
の
学
習
　
　
　
・
和
太
鼓
の
基
本
所
作
、
演
奏
法
の
学
習

成
　
果

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
お
互
い
を
見
る
こ
と
が
中
心
で
、
そ
の
場
で
声
を
か
け
合
う
活
動
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
友
だ
ち
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
児
童
が
増
え
、
ま
た
、
演
奏
技
術
も
向
上
し
、
発
表
会
も
実

施
で
き
た
。

5
岡
山
市
立

古
都
小
学
校

目
　
標

3年
ぶ
り
に
地
域
の
お
祭
り
が
開
催
の
方
向
で
話
が
進
み
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
太
鼓
囃
子
で
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
。
地
域
の
伝
統
で
も
あ
る
「
古
都
音
頭
」
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、

可
能
な
限
り
子
ど
も
た
ち
に
和
太
鼓
演
奏
の
機
会
を
設
け
る
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
63
名

日
　
時

①
令
和
4年
7月
14
日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
7日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
18
日
（
金
）
16
：
00
～
17
：
00

内
　
容

低
学
年
の
児
童
は
「
紅
蓮
華
」
に
合
わ
せ
て
太
鼓
演
奏
の
練
習
を
し
、
そ
し
て
高
学
年
は
太
鼓
囃
子
「
豊
地
」「
閃
光
」
を
、
児
童
全
員
で
地
元
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
古
都
音
頭
」
の
練
習
を
し
た
。
併
せ
て
、
和
太
鼓
の
基
本

所
作
や
日
本
古
来
の
お
辞
儀
な
ど
、
丁
寧
に
指
導
い
た
だ
い
た
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
の
参
加
に
加
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
募
集
で
、
高
学
年
7名
の
追
加
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

成
　
果

出
演
予
定
だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
変
更
と
な
り
、
講
座
の
日
程
を
延
期
し
て
の
練
習
と
な
っ
た
。
練
習
再
開
す
る
ま
で
の
間
、
児
童
・
保
護
者
か
ら
太
鼓
の
練
習
・
発
表
の
開
催
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
再
開
が
決
ま
る
と
、
喜

び
と
と
も
に
曲
目
を
よ
く
覚
え
、
集
中
し
て
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
1
～
3年
生
は
初
め
て
和
太
鼓
を
体
験
す
る
児
童
が
多
か
っ
た
の
で
、
演
奏
を
楽
し
む
こ
と
を
第
一
に
練
習
し
、
4
～
6年
生
は
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
演
奏
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
標
に
練
習
し
た
。
短
期
間
の
練
習
で
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
演
奏
に
不
安
も
あ
っ
た
が
、
児
童
全
員
が
一
丸
と
な
り
、
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
披
露
し
た
。
地
域
の
人
々
か
ら
の
歓
声
と
拍
手
を
受
け
て
、

来
年
度
に
向
け
て
の
「
古
都
音
頭
」
の
継
承
と
、
地
元
へ
の
愛
着
が
芽
生
え
た
。

6
岡
山
市
立

南
輝
小
学
校

目
　
標

支
援
学
級
の
児
童
に
と
っ
て
、
姿
勢
の
維
持
・
適
切
な
声
の
出
し
方
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
な
ど
、
難
し
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児
童
に
課
題
が
あ
る
。
今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
活
動
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
自
立
活

動
と
し
て
の
学
び
が
深
ま
る
こ
と
を
目
指
す
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
35
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
16
日
（
金
）
10
：
50
～
12
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
20
日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

基
本
的
な
姿
勢
や
ば
ち
の
動
か
し
方
を
、
講
師
の
動
き
を
ま
ね
す
る
こ
と
で
習
得
し
て
い
っ
た
。
い
く
つ
か
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
練
習
し
、
そ
の
後
、
曲
に
合
わ
せ
て
太
鼓
の
演
奏
を
楽
し
ん
だ
。
1回
目
は
、
動
き
も
ぎ
こ
ち
な

く
恐
る
恐
る
太
鼓
を
た
た
い
て
い
る
感
じ
だ
っ
た
が
、
2回
目
は
、
前
回
の
内
容
を
よ
く
覚
え
て
い
る
こ
と
で
自
信
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
緊
張
し
て
い
た
1回
目
に
比
べ
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
楽
し
く
演
奏
す
る

姿
が
見
ら
れ
た
。
楽
し
い
、
も
っ
と
や
り
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、
充
実
し
た
活
動
だ
っ
た
。

成
　
果

普
段
は
あ
ま
り
し
な
い
よ
う
な
動
き
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
講
師
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、
動
き
を
よ
く
見
て
ま
ね
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
次
々
と
新
し
い
動
き
を
ま
ね
し
て
い
く
こ
と
に
も
一
生
懸
命
つ
い
て
い
き
、
ど

ん
ど
ん
い
ろ
い
ろ
な
た
た
き
方
を
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
連
の
動
き
が
で
き
た
後
は
、
曲
に
合
わ
せ
て
演
奏
す
る
こ
と
で
、
一
段
と
意
欲
的
に
活
動
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
体
を
動
か
し
た
り
、
友
だ
ち
と
合
わ
せ
た
り
す
る
心

地
良
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
よ
う
だ
。
生
き
生
き
と
活
動
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
良
か
っ
た
。

7
倉
敷
市
立

目
　
標

姿
勢
や
作
法
、
演
奏
技
術
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
50
周
年
式
典
で
自
信
を
も
っ
て
演
奏
す
る
。

緑
丘
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4
～
6年
生
15
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
30
日
（
木
）
14
：
50
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
15
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
13
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40
　
　
　
④
令
和
4年
10
月
20
日
（
木
）
14
：
55
～
15
：
40

内
　
容

和
太
鼓
の
演
奏
技
術
、
立
ち
方
、
座
り
方
や
礼
の
作
法
な
ど

成
　
果

和
太
鼓
演
奏
の
す
ば
ら
し
さ
や
迫
力
を
間
近
で
体
感
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
練
習
し
、
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
50
周
年
式
典
に
向
け
て
、
作
曲
・
照
明
な
ど

舞
台
づ
く
り
に
も
協
力
し
て
た
だ
き
、
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

8
倉
敷
市
立

目
　
標

学
芸
会
に
向
け
て
、
和
太
鼓
の
た
た
き
方
や
基
本
的
な
所
作
を
身
に
付
け
、
太
鼓
の
曲
「
飛
翔
」
を
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

穂
井
田
小
学
校

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

5・
6年
生
12
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
9日
（
金
）
10
：
00
～
12
：
00
　
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
10
：
00
～
12
：
00

内
　
容

1日
目
：
基
本
的
な
た
た
き
方
や
所
作
を
教
わ
り
、
課
題
曲
を
一
通
り
練
習
し
た
。

2日
目
：
通
し
練
習
、
あ
い
さ
つ
や
出
入
り
の
仕
方
な
ど
、
学
芸
会
本
番
に
向
け
て
の
練
習
を
し
た
。

成
　
果

講
師
の
指
導
か
ら
、
音
を
合
わ
せ
、
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
学
芸
会
本
番
に
向
け
て
、
意
欲
を
高
め
、
自
信
が
つ
い
た
。
　

9
津
山
市
立

目
　
標

関
心
の
高
い
和
太
鼓
を
通
し
て
、
音
楽
表
現
の
楽
し
さ
に
触
れ
、
邦
楽
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
校
内
で
発
表
会
を
し
た
い
。

弥
生
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

6年
生
94
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
9：
40
～
12
：
25

内
　
容

・
基
本
の
打
ち
方
と
リ
ズ
ム
を
習
得
し
た
。
　
　
　
・
姿
勢
、
ば
ち
の
持
ち
方
を
身
に
付
け
た
。
　
　
　
・
理
解
し
や
す
い
説
明
を
聞
き
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
基
本
の
打
ち
方
を
身
に
付
け
た
。

・「
紅
蓮
華
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
、
振
り
付
き
で
太
鼓
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

和
太
鼓
の
響
き
を
味
わ
い
、
友
だ
ち
と
音
を
合
わ
せ
て
た
た
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
音
楽
表
現
を
す
る
力
、
友
だ
ち
と
動
き
を
合
わ
せ
て
表
現
す
る
た
め
の
協
調
性
や
神
様
に
届
く
よ
う
に
手
を
伸
ば
す
想

像
力
な
ど
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

10
赤
磐
市
立

城
南
小
学
校

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
日
本
の
伝
統
的
な
楽
器
に
親
し
む
と
と
も
に
、
和
太
鼓
の
演
奏
に
児
童
が
意
欲
を
も
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
目
標
に
向
か
っ
て
練
習
を
重
ね
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
、

身
に
付
け
た
技
能
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

講
　
師

塩
尻
　
司

対
象
者

6年
生
14
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
17
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
②
令
和
4年
9月
2日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
28
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
11
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45

内
　
容

・
和
太
鼓
の
歴
史
や
太
鼓
の
音
が
も
つ
意
味
な
ど
の
講
話
　
　
　
・
正
し
く
拍
を
打
つ
こ
と
、
姿
勢
な
ど
の
基
礎
的
な
練
習
の
指
導
　
　
　
・
楽
譜
に
沿
っ
た
リ
ズ
ム
や
音
の
強
弱
な
ど
の
演
奏
の
指
導

成
　
果

和
太
鼓
の
魅
力
や
音
が
そ
ろ
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
学
習
発
表
会
で
は
保
護
者
の
前
で
、
予
行
演
習
で
は
全
校
児
童
の
前
で
、
真
剣
で
迫
力
あ
る
演
奏
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
当
初

の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

11
赤
磐
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
伝
わ
る
よ
う
な
和
太
鼓
演
奏
を
経
験
さ
せ
た
い
。
頑
張
る
心
や
支
え
る
心
な
ど
非
認
知
能
力
を
育
て
る
。

山
陽
西
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

4年
生
33
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
29
日
（
木
）
10
：
20
～
11
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
10
：
20
～
11
：
20
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
21
日
（
金
）
10
：
20
～
11
：
20
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
10
：
20
～
11
：
20

内
　
容

・
和
太
鼓
の
演
奏
指
導
「
豊
地
」「
閃
光
」　
　
　
・
口
上
を
通
し
て
美
し
い
日
本
語
指
導

成
　
果

休
み
時
間
も
夢
中
に
な
り
、
頑
張
る
心
が
と
て
も
磨
か
れ
た
。
ま
た
、
集
中
し
て
聞
い
て
い
な
い
と
音
が
ず
れ
る
た
め
、
聞
く
力
も
育
っ
た
。
本
気
の
子
を
支
え
た
い
と
思
っ
て
寄
り
添
う
子
が
自
然
と
出
て
き
て
、
仲
も
良
く
な
っ

た
。
和
太
鼓
を
通
し
て
、
日
常
が
変
わ
っ
た
。

12
和
気
町
立

目
　
標

普
段
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
本
の
楽
器
に
実
際
に
触
れ
た
り
、
生
の
音
を
聞
く
こ
と
で
、
日
本
文
化
や
日
本
の
音
楽
の
良
さ
や
美
し
さ
を
味
わ
う
。

佐
伯
中
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

1・
2年
生
33
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
28
日
（
月
）
13
：
45
～
15
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
2日
（
金
）
13
：
45
～
15
：
35

内
　
容

・
日
本
語
の
使
い
方
と
礼
儀
作
法
の
指
導
　
　
　
・
和
太
鼓
の
演
奏
と
発
表
　
　
　
・
和
太
鼓
の
歴
史
と
構
造
の
説
明
　
　
　
・
質
疑
応
答

成
　
果

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
、
参
加
し
た
生
徒
の
10
0％
が
日
本
文
化
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と
回
答
し
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
が
っ
た
。
太
鼓
の
音
や
振
動
を
生
で
感
じ
ら
れ
て
感
動

し
た
よ
う
だ
っ
た
。

13
矢
掛
町
立

目
　
標

学
習
発
表
会
で
の
発
表
を
目
標
と
し
て
、
礼
儀
作
法
の
習
得
、
和
太
鼓
の
演
奏
の
仕
方
や
表
現
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
小
田
地
区
の
武
荅
太
鼓
を
伝
承
し
て
い
く
心
情
や
態
度
を
育
て
る
。

小
田
小
学
校

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

5・
6年
生
33
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
13
日
（
火
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
5日
（
水
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
19
日
（
水
）
9：
30
～
10
：
30
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
10
日
（
木
）
9：
30
～
10
：
30

内
　
容

・
和
太
鼓
の
演
奏
の
仕
方
と
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
　
　
　
・
基
本
的
な
礼
儀
作
法
（
あ
い
さ
つ
）
に
つ
い
て
　
　
　
・
武
荅
太
鼓
を
伝
承
し
て
い
く
心
構
え
に
つ
い
て

成
　
果

6年
生
が
昨
年
度
の
経
験
を
生
か
し
て
、
自
信
を
も
っ
て
演
奏
し
た
り
、
5年
生
に
教
え
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
5年
生
も
伝
統
を
受
け
継
ぐ
思
い
を
も
っ
て
、
和
太
鼓
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

14
な
か
よ
し
保
育
園

目
　
標

・
和
太
鼓
を
通
じ
て
、
礼
儀
作
法
を
身
に
付
け
る
。
　
　
　
・
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
知
り
、
み
ん
な
で
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

講
　
師

田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

5歳
児
33
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
15
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
6月
29
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
③
令
和
4年
7月
13
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00
　
　
　
④
令
和
4年
8月
24
日
（
水
）
10
：
00
～
11
：
00

内
　
容

・
和
太
鼓
の
礼
儀
、
所
作
、
あ
い
さ
つ
の
仕
方
な
ど
の
指
導
　
　
　
・
和
太
鼓
の
た
た
き
方
（
姿
勢
、
構
え
な
ど
）
の
指
導
　
　
　
・
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
和
太
鼓
演
奏

成
　
果

・
所
作
や
基
本
的
な
姿
勢
は
、
少
し
ず
つ
意
識
し
身
に
付
い
て
い
る
。
　
　
　
・
友
達
と
リ
ズ
ム
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
、
意
欲
的
に
練
習
へ
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
つ
ひ
と
つ
の
動
き
に
難
し

さ
を
感
じ
て
い
る
子
も
い
た
が
、
講
師
か
ら
の
指
導
を
受
け
、
で
き
た
時
の
喜
び
を
感
じ
、
自
信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
銭
太
鼓
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
高
梁
市
立

福
地
小
学
校

目
　
標

地
域
の
指
導
者
か
ら
銭
太
鼓
を
習
い
始
め
る
こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
お
り
、
講
師
か
ら
本
格
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
児
童
個
々
の
技
術
と
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
深
い
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
。
そ
の
こ
と
で
自
信
を
も
っ

て
、
地
域
貢
献
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

宮
坂
　
一
樹

対
象
者

全
学
年
14
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
5日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
7日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

「
Ri
sin
g 
Su
n」
「
ド
ン
パ
ン
節
」
2曲
を
通
し
て
銭
太
鼓
の
技
術
指
導

成
　
果

学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
本
校
の
児
童
に
合
っ
た
振
り
付
け
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
児
童
は
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
、
地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
「
ド
ン
パ
ン
節
」
を
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。
姿
勢
や
所
作
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
児
童
の
技
術
は
大
き
く
向
上
し
た
。
発
表
会
に
向
け
て
の
心
構
え
の
話
も
あ
っ
た
。

【
茶
道
】

1
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
あ
る
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

二
万
小
学
校

講
　
師

旭
爪
　
宗
都

対
象
者

5・
6年
生
17
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
29
日
（
火
）
9：
30
～
11
：
25

内
　
容

・
所
作
、
礼
儀
に
つ
い
て
　
　
　
・
茶
道
の
歴
史
に
つ
い
て

成
　
果

普
段
と
異
な
る
雰
囲
気
で
の
学
習
で
、
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
取
り
組
め
た
。
茶
道
体
験
を
通
し
て
礼
儀
作
法
の
大
切
さ
を
感
じ
た
り
、
日
本
の
文
化
に
興
味
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
久
米
南
町
立

神
目
小
学
校

目
　
標

社
会
科
で
の
学
習
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
受
性
や
想
像
力
を
養
う
。
日
本
文
化
に
親
し
み
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
お
茶
を
点
て
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
た
り
す
る
。

講
　
師

安
藤
　
京
子

対
象
者

6年
生
8名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
13
：
30
～
14
：
40

内
　
容

茶
道
に
つ
い
て
、
作
法
を
学
び
実
際
に
体
験
す
る
。
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
や
お
茶
の
点
て
方
な
ど
を
学
ぶ
。

成
　
果

初
め
て
の
児
童
も
い
た
が
、
講
師
に
来
て
い
た
だ
い
て
実
際
に
体
験
で
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。
講
師
の
話
か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
や
た
く
さ
ん
の
作
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
教
科
書
だ

け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た
。

【
華
道
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

社
会
科
「
室
町
時
代
の
文
化
」
を
学
習
し
た
後
に
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
日
本
の
文
化
の
良
さ
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

鯉
山
小
学
校

講
　
師

吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子

対
象
者

6年
生
29
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
5日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
歴
史
紹
介
　
　
　
・
生
け
方
の
説
明
　
　
　
・
子
ど
も
た
ち
の
華
道
体
験
　
　
　
・
講
師
に
生
け
た
花
を
見
て
い
た
だ
き
、
感
想
を
伝
え
合
う
。

成
　
果

当
初
、
華
道
は
難
し
そ
う
だ
な
と
、
言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
が
、
体
験
を
終
え
る
と
、「
楽
し
か
っ
た
」、
「
ま
た
や
り
た
い
」、
「
花
一
本
を
生
け
る
に
も
意
味
が
あ
る
ん
だ
な
」
と
発
言
し
、
華
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

た
よ
う
だ
っ
た
。

2
岡
山
市
立

足
守
小
学
校

目
　
標

国
語
科
の
「
和
の
文
化
を
調
べ
よ
う
」
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
。
そ
の
中
で
も
、
長
い
歴
史
の
中
で
親
し
ま
れ
て
き
た
華
道
を
体
験
す
る
。
ま
た
、
そ
の
歴
史
や
奥
深
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
伝

統
的
な
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

講
　
師

吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子

対
象
者

5年
生
22
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
6日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
30

内
　
容

は
じ
め
に
、
華
道
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
次
に
、
花
材
の
説
明
や
生
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た
花
器
に
生
け
る
活
動
を
行
っ
た
。
最
後
に
感
想
を
発
表
し
た
り
、
記
念
の
写
真

を
撮
っ
た
り
し
た
。

成
　
果

児
童
は
、
と
て
も
い
き
い
き
と
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
自
分
が
生
け
た
作
品
の
出
来
栄
え
に
、
と
て
も
満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。
花
を
生
け
る
楽
し
さ
や
華
道
の
奥
深
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
県
立

目
　
標

総
合
的
な
探
求
の
時
間
と
し
て
余
暇
活
動
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
る
。
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
を
養
う
。

倉
敷
琴
浦

講
　
師

清
水
　
豊
紀

高
等
支
援
学
校

対
象
者

3年
生
23
名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
16
日
（
木
）
10
：
55
～
12
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
2月
24
日
（
金
）
10
：
55
～
12
：
40

内
　
容

造
花
の
花
材
を
用
い
て
卒
業
式
用
の
自
分
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
っ
た
。
生
徒
が
作
り
や
す
い
よ
う
に
花
材
の
組
み
合
わ
せ
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
友
だ
ち
の
様
子
も
見
な
が
ら
、
よ
り
自
分
ら

し
い
作
品
を
生
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
生
け
花
や
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
生
け
は
じ
め
る
と
、
自
分
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、
個
性
的
な
作
品
を
作
り
上
げ
た
。

－ 12 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
銭
太
鼓
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
高
梁
市
立

福
地
小
学
校

目
　
標

地
域
の
指
導
者
か
ら
銭
太
鼓
を
習
い
始
め
る
こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
お
り
、
講
師
か
ら
本
格
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
児
童
個
々
の
技
術
と
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
深
い
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
。
そ
の
こ
と
で
自
信
を
も
っ

て
、
地
域
貢
献
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

宮
坂
　
一
樹

対
象
者

全
学
年
14
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
5日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
7日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

「
Ri
sin
g 
Su
n」
「
ド
ン
パ
ン
節
」
2曲
を
通
し
て
銭
太
鼓
の
技
術
指
導

成
　
果

学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
本
校
の
児
童
に
合
っ
た
振
り
付
け
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
児
童
は
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度
は
、
地
域
の
方
々
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
「
ド
ン
パ
ン
節
」
を
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。
姿
勢
や
所
作
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
児
童
の
技
術
は
大
き
く
向
上
し
た
。
発
表
会
に
向
け
て
の
心
構
え
の
話
も
あ
っ
た
。

【
茶
道
】

1
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
あ
る
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

二
万
小
学
校

講
　
師

旭
爪
　
宗
都

対
象
者

5・
6年
生
17
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
29
日
（
火
）
9：
30
～
11
：
25

内
　
容

・
所
作
、
礼
儀
に
つ
い
て
　
　
　
・
茶
道
の
歴
史
に
つ
い
て

成
　
果

普
段
と
異
な
る
雰
囲
気
で
の
学
習
で
、
子
ど
も
た
ち
が
集
中
し
て
取
り
組
め
た
。
茶
道
体
験
を
通
し
て
礼
儀
作
法
の
大
切
さ
を
感
じ
た
り
、
日
本
の
文
化
に
興
味
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
久
米
南
町
立

神
目
小
学
校

目
　
標

社
会
科
で
の
学
習
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
受
性
や
想
像
力
を
養
う
。
日
本
文
化
に
親
し
み
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
お
茶
を
点
て
る
こ
と
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
た
り
す
る
。

講
　
師

安
藤
　
京
子

対
象
者

6年
生
8名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
13
：
30
～
14
：
40

内
　
容

茶
道
に
つ
い
て
、
作
法
を
学
び
実
際
に
体
験
す
る
。
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
作
法
や
お
茶
の
点
て
方
な
ど
を
学
ぶ
。

成
　
果

初
め
て
の
児
童
も
い
た
が
、
講
師
に
来
て
い
た
だ
い
て
実
際
に
体
験
で
き
た
こ
と
が
、
大
き
な
学
び
と
な
っ
た
。
講
師
の
話
か
ら
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
法
に
意
味
が
あ
る
こ
と
や
た
く
さ
ん
の
作
法
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
教
科
書
だ

け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
た
。

【
華
道
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

社
会
科
「
室
町
時
代
の
文
化
」
を
学
習
し
た
後
に
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
日
本
の
文
化
の
良
さ
を
、
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

鯉
山
小
学
校

講
　
師

吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子

対
象
者

6年
生
29
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
5日
（
木
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

・
歴
史
紹
介
　
　
　
・
生
け
方
の
説
明
　
　
　
・
子
ど
も
た
ち
の
華
道
体
験
　
　
　
・
講
師
に
生
け
た
花
を
見
て
い
た
だ
き
、
感
想
を
伝
え
合
う
。

成
　
果

当
初
、
華
道
は
難
し
そ
う
だ
な
と
、
言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
だ
っ
た
が
、
体
験
を
終
え
る
と
、「
楽
し
か
っ
た
」、
「
ま
た
や
り
た
い
」、
「
花
一
本
を
生
け
る
に
も
意
味
が
あ
る
ん
だ
な
」
と
発
言
し
、
華
道
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ

た
よ
う
だ
っ
た
。

2
岡
山
市
立

足
守
小
学
校

目
　
標

国
語
科
の
「
和
の
文
化
を
調
べ
よ
う
」
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
。
そ
の
中
で
も
、
長
い
歴
史
の
中
で
親
し
ま
れ
て
き
た
華
道
を
体
験
す
る
。
ま
た
、
そ
の
歴
史
や
奥
深
さ
に
触
れ
る
こ
と
で
、
伝

統
的
な
文
化
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
る
。

講
　
師

吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子

対
象
者

5年
生
22
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
6日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
30

内
　
容

は
じ
め
に
、
華
道
の
歴
史
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
次
に
、
花
材
の
説
明
や
生
け
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
作
っ
た
花
器
に
生
け
る
活
動
を
行
っ
た
。
最
後
に
感
想
を
発
表
し
た
り
、
記
念
の
写
真

を
撮
っ
た
り
し
た
。

成
　
果

児
童
は
、
と
て
も
い
き
い
き
と
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
自
分
が
生
け
た
作
品
の
出
来
栄
え
に
、
と
て
も
満
足
し
た
様
子
だ
っ
た
。
花
を
生
け
る
楽
し
さ
や
華
道
の
奥
深
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
県
立

目
　
標

総
合
的
な
探
求
の
時
間
と
し
て
余
暇
活
動
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
る
。
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
を
養
う
。

倉
敷
琴
浦

講
　
師

清
水
　
豊
紀

高
等
支
援
学
校

対
象
者

3年
生
23
名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
16
日
（
木
）
10
：
55
～
12
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
2月
24
日
（
金
）
10
：
55
～
12
：
40

内
　
容

造
花
の
花
材
を
用
い
て
卒
業
式
用
の
自
分
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
っ
た
。
生
徒
が
作
り
や
す
い
よ
う
に
花
材
の
組
み
合
わ
せ
を
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
友
だ
ち
の
様
子
も
見
な
が
ら
、
よ
り
自
分
ら

し
い
作
品
を
生
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

成
　
果

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
生
け
花
や
コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
の
経
験
は
な
か
っ
た
が
、
生
け
は
じ
め
る
と
、
自
分
な
り
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
、
個
性
的
な
作
品
を
作
り
上
げ
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
狂
言
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
矢
掛
町
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言
に
実
際
に
触
れ
、
興
味
や
関
心
を
高
め
る
。

川
面
小
学
校

講
　
師

田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
13
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
1日
（
木
）
10
：
30
～
12
：
00

内
　
容

・
狂
言
の
歴
史
、
成
り
立
ち
　
　
　
・
狂
言
の
所
作
（
発
声
、
歩
き
方
な
ど
）　
　
　
・「
柿
山
伏
」
を
見
る
、
体
験
す
る
。

成
　
果

狂
言
に
つ
い
て
知
り
、
興
味
を
も
っ
た
児
童
が
増
え
た
。
実
際
に
見
に
行
き
た
い
と
い
う
児
童
も
い
た
。
ま
た
、
狂
言
で
大
切
な
“
想
像
す
る
”
と
い
う
こ
と
の
面
白
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。

2
美
咲
町
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
狂
言
を
“
見
る
”“
知
る
”“
演
じ
る
”
こ
と
で
、
日
本
な
ら
で
は
の
笑
い
を
楽
し
み
、
表
現
す
る
こ
と
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
場
と
す
る
。

加
美
小
学
校

講
　
師

田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

5・
6年
生
47
名

日
　
時

令
和
5年
1月
26
日
（
木
）
10
：
30
～
12
：
05

内
　
容

・
狂
言
の
歴
史
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
実
演
　
　
　
・
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
。

成
　
果

講
師
が
演
じ
る
生
の
狂
言
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
こ
ま
で
思
い
切
っ
て
表
現
す
る
狂
言
の
世
界
に
驚
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
思
い
切
っ
て
表
現
す
る
か
ら
こ
そ
、
見
て
い
る
人
に
思
い
や
笑
い
が
届
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を

学
ん
だ
時
間
と
な
っ
た
。

【
投
扇
興
】

1
矢
掛
町
立

目
　
標

江
戸
時
代
の
文
化
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
社
会
科
の
学
習
内
容
を
深
め
る
。

三
谷
小
学
校

講
　
師

田
中
　
克
郎

対
象
者

6年
生
11
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
10
：
40
～
12
：
15

内
　
容

投
扇
興
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
練
習
を
し
た
。
そ
の
後
、
点
数
を
競
い
合
い
、
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
審
判
な
ど
の
体
験
も
し
た
。

成
　
果

日
ご
ろ
、
娯
楽
と
い
え
ば
“
ゲ
ー
ム
”
で
あ
る
が
、
児
童
は
、「
楽
し
か
っ
た
」、
「
ま
た
や
り
た
い
」
な
ど
、
昔
の
遊
び
も
楽
し
い
も
の
が
あ
る
と
知
り
、
伝
統
文
化
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
に
気
付
い
て
い
た
。
ま
た
、
自
然
と
、「
が

ん
ば
れ
」
や
、「
す
ご
い
！
」
な
ど
、
友
だ
ち
に
対
し
て
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
声
掛
け
が
で
き
て
い
て
、
大
き
な
成
果
だ
と
感
じ
て
い
る
。

【
水
墨
画
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
墨
画
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
。

三
門
小
学
校

講
　
師

水
口
　
美
智
子

対
象
者

6年
生
44
名

日
　
時

令
和
4年
6月
22
日
（
水
）
9：
40
～
11
：
35

内
　
容

・
あ
い
さ
つ
、
マ
ナ
ー
の
話
　
　
　
　
・
水
墨
画
体
験

成
　
果

実
際
に
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
伝
統
文
化
に
興
味
や
関
心
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
通
し
て
、
教
員
以
外
の
大
人
と
の
交
流
を
深
め
る
。

岡
輝
中
学
校

講
　
師

水
口
　
美
智
子

対
象
者

1年
生
6名
、
シ
ニ
ア
2名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
3日
（
月
）
13
：
30
～
15
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
7日
（
金
）
13
：
30
～
15
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
12
日
（
水
）
13
：
30
～
15
：
30

内
　
容

・
墨
だ
け
で
絵
を
描
く
。
　
　
　
・
消
し
ゴ
ム
で
作
っ
た
印
を
押
す
。

成
　
果

3日
間
の
講
座
を
通
し
て
、
見
事
に
絵
を
仕
上
げ
た
。

3
倉
敷
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
水
墨
画
に
親
し
む
。

旭
丘
小
学
校

講
　
師

間
嶋
　
郁
子

対
象
者

6年
生
52
名

日
　
時

令
和
4年
9月
14
日
（
水
）
8：
40
～
12
：
25

内
　
容

水
墨
画
の
墨
の
つ
く
り
方
や
描
き
方
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
水
墨
画
を
実
際
に
描
く
。

成
　
果

子
ど
も
た
ち
は
、
水
墨
画
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て
い
た
様
子
だ
っ
た
。
ど
ん
ど
ん
と
筆
を
す
す
め
て
い
き
、
多
く
の
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
出
来
上
が
っ
た
作
品
た
ち
に
、
と
て
も
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

4
玉
野
市
立

田
井
小
学
校

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
日
本
の
伝
統
文
化
を
調
べ
よ
う
」
と
い
う
勉
強
を
し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
本
を
活
用
し
、
調
べ
る
活
動
を
し
た
の
で
、
さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
、
水
墨
画
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

講
　
師

間
嶋
　
郁
子

対
象
者

6年
生
64
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
21
日
（
火
）
13
：
30
～
15
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
6月
22
日
（
水
）
13
：
30
～
15
：
10

内
　
容

・
水
墨
画
に
必
要
な
道
具
を
知
る
。
　
　
　
・
水
墨
画
の
手
本
を
見
習
っ
て
、
実
際
に
描
い
て
み
る
。
　
　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
参
考
に
、
自
分
が
描
き
た
い
絵
を
色
彩
豊
か
に
描
く
。

成
　
果

調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
得
た
知
識
を
体
験
と
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
児
童
が
よ
り
深
く
文
化
を
感
じ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

倉
敷
市
立
第
一
福
田
小
学
校
は
、
都
合
に
よ
り
取
り
止
め
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
書
写
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

書
き
初
め
展
に
向
け
て
、
長
半
紙
に
文
字
を
整
え
て
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
。

浮
田
小
学
校

講
　
師

柴
原
　
靖
彦

対
象
者

3・
4年
生
47
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
6日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
13
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　

内
　
容

毛
筆
で
長
半
紙
に
書
く
と
き
に
中
心
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
、
筆
先
の
向
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
な
ど
、
文
字
を
整
え
る
と
き
の
注
意
や
筆
の
運
び
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

「
中
心
線
に
気
を
付
け
て
」「
ひ
じ
を
上
げ
る
と
い
い
よ
」「
名
前
は
こ
の
辺
り
か
ら
書
く
よ
」
な
ど
の
細
か
な
声
掛
け
が
あ
る
指
導
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
も
の
び
の
び
と
整
っ
た
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
児
童
が
増
え
た
。

【
陶
芸
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

実
際
に
備
前
焼
を
作
る
体
験
を
し
た
り
、
直
接
作
家
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、
岡
山
県
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
備
前
焼
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

芳
明
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章

対
象
者

4年
生
85
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・
備
前
焼
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
備
前
焼
づ
く
り
の
実
演
　
　
　
・
陶
芸
体
験
（
ペ
ン
立
て
つ
く
り
）

成
　
果

児
童
の
感
想
の
中
で
、
こ
ん
な
に
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、“
ひ
よ
せ
”
は
、
き
め
が
細
か
く
て
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
す
ご
い
土
だ
っ
た
」
な
ど
、
大
き
な
驚
き
や
感
動
を
覚
え
る
声
が
多
か
っ
た
。
教
科
書
だ
け
の
学
習
で

は
、
児
童
が
こ
こ
ま
で
関
心
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
、
確
実
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

岡
山
県
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
備
前
焼
に
触
れ
、
作
陶
を
実
際
に
見
て
、
自
分
で
も
簡
単
な
小
物
を
作
る
体
験
を
す
る
。

横
井
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章
、
佐
々
木
　
剛

対
象
者

4年
生
14
4名

日
　
時

令
和
5年
1月
24
日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

・
備
前
焼
の
作
り
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
　
　
　
・
講
師
の
実
演
を
見
る
　
　
　
・
ペ
ン
立
て
を
作
る

成
　
果

講
師
の
職
人
技
を
実
際
に
見
て
、
備
前
焼
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
さ
ら
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
、“
ひ
よ
せ
”
に
触
れ
、
さ
ら
に
社
会
の
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

教
科
書
の
学
習
に
加
え
、
体
験
を
通
し
て
、
作
品
づ
く
り
の
難
し
さ
を
知
る
。
ま
た
、
焼
き
上
が
る
前
の
土
の
感
触
や
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

野
谷
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

4年
生
24
名

日
　
時

令
和
5年
2月
2日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
備
前
焼
づ
く
り
の
工
程
や
作
品
の
視
聴
　
　
　
・
電
動
ろ
く
ろ
に
よ
る
作
品
づ
く
り
の
見
学
（
皿
・
徳
利
な
ど
）　
　
　
・
備
前
焼
体
験
　
　
　
・
質
疑
応
答

成
　
果

目
の
前
で
見
る
作
業
工
程
に
驚
い
た
り
、
感
動
し
た
り
し
な
が
ら
興
味
深
く
見
学
し
て
い
た
。
実
際
に
作
る
活
動
で
は
、
冷
た
い
土
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
備
前
市
立

目
　
標

備
前
焼
の
お
皿
を
制
作
す
る
。
制
作
し
た
皿
を
使
用
し
、
伝
統
菓
子
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
と
販
売
促
進
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
目
標
と
す
る
。

吉
永
中
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

3年
生
34
名

日
　
時

令
和
4年
6月
21
日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
25

内
　
容

・
準
備
さ
れ
た
陶
土
を
自
由
に
成
型
、
模
様
な
ど
を
つ
け
る
。
　
　
　
・
講
師
の
実
演
を
見
学

成
　
果

当
日
ま
で
の
準
備
（
デ
ザ
イ
ン
、
準
備
物
を
含
む
）
の
必
要
性
を
学
ん
だ
り
、
反
省
を
含
め
、
そ
れ
が
今
後
の
制
作
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
意
志
を
多
く
の
生
徒
が
示
し
て
い
る
。

【
七
宝
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

伝
統
文
化
に
触
れ
、
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
実
際
に
体
験
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
の
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

御
津
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

伝
統
文
化
ク
ラ
ブ
4
～
6年
生
13
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
5日
（
月
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
19
日
（
月
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　

内
　
容

1日
目
：
土
台
に
銀
箔
を
貼
り
付
け
る
。
好
き
な
模
様
に
切
っ
て
飾
り
付
け
た
。
花
の
模
様
や
線
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

2日
目
：
貼
り
つ
け
た
銀
箔
の
上
に
、
絵
の
具
で
色
を
つ
け
る
。
色
を
重
ね
た
り
、
ぼ
か
し
た
り
し
て
い
た
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
土
台
に
七
宝
焼
を
載
せ
、
完
成
し
た
。

成
　
果

作
品
の
見
本
を
参
考
に
、
銀
箔
を
い
ろ
い
ろ
な
形
に
切
り
、
想
像
豊
か
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
。
講
師
に
デ
ザ
イ
ン
を
相
談
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
っ
て
い
た
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
雪
だ
る
ま

や
ツ
リ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
、
早
速
使
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

2
津
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
や
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
。

広
野
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

5・
6年
生
30
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
10
：
45
～
15
：
45

内
　
容

七
宝
焼
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
制
作

成
　
果

普
段
使
う
こ
と
の
な
い
材
料
に
触
れ
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。
細
か
な
作
業
に
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
伝
統
工
芸
品
の
美
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
書
写
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

目
　
標

書
き
初
め
展
に
向
け
て
、
長
半
紙
に
文
字
を
整
え
て
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
。

浮
田
小
学
校

講
　
師

柴
原
　
靖
彦

対
象
者

3・
4年
生
47
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
6日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
13
日
（
火
）
9：
35
～
11
：
30
　
　
　

内
　
容

毛
筆
で
長
半
紙
に
書
く
と
き
に
中
心
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
、
筆
先
の
向
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
な
ど
、
文
字
を
整
え
る
と
き
の
注
意
や
筆
の
運
び
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

「
中
心
線
に
気
を
付
け
て
」「
ひ
じ
を
上
げ
る
と
い
い
よ
」「
名
前
は
こ
の
辺
り
か
ら
書
く
よ
」
な
ど
の
細
か
な
声
掛
け
が
あ
る
指
導
に
よ
っ
て
、
以
前
よ
り
も
の
び
の
び
と
整
っ
た
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
児
童
が
増
え
た
。

【
陶
芸
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

実
際
に
備
前
焼
を
作
る
体
験
を
し
た
り
、
直
接
作
家
の
方
の
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
学
習
を
通
し
て
、
岡
山
県
を
代
表
す
る
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
備
前
焼
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

芳
明
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章

対
象
者

4年
生
85
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

・
備
前
焼
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
　
　
　
・
講
師
に
よ
る
備
前
焼
づ
く
り
の
実
演
　
　
　
・
陶
芸
体
験
（
ペ
ン
立
て
つ
く
り
）

成
　
果

児
童
の
感
想
の
中
で
、
こ
ん
な
に
難
し
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、“
ひ
よ
せ
”
は
、
き
め
が
細
か
く
て
、「
思
っ
て
い
た
よ
り
も
す
ご
い
土
だ
っ
た
」
な
ど
、
大
き
な
驚
き
や
感
動
を
覚
え
る
声
が
多
か
っ
た
。
教
科
書
だ
け
の
学
習
で

は
、
児
童
が
こ
こ
ま
で
関
心
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
と
て
も
貴
重
な
体
験
で
、
確
実
に
理
解
が
深
ま
っ
て
い
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

岡
山
県
の
伝
統
工
芸
で
あ
る
備
前
焼
に
触
れ
、
作
陶
を
実
際
に
見
て
、
自
分
で
も
簡
単
な
小
物
を
作
る
体
験
を
す
る
。

横
井
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
豊
田
　
賢
潔
、
藤
原
　
章
、
佐
々
木
　
剛

対
象
者

4年
生
14
4名

日
　
時

令
和
5年
1月
24
日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

・
備
前
焼
の
作
り
方
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
　
　
　
・
講
師
の
実
演
を
見
る
　
　
　
・
ペ
ン
立
て
を
作
る

成
　
果

講
師
の
職
人
技
を
実
際
に
見
て
、
備
前
焼
の
す
ば
ら
し
さ
を
、
さ
ら
に
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
を
高
め
、“
ひ
よ
せ
”
に
触
れ
、
さ
ら
に
社
会
の
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

教
科
書
の
学
習
に
加
え
、
体
験
を
通
し
て
、
作
品
づ
く
り
の
難
し
さ
を
知
る
。
ま
た
、
焼
き
上
が
る
前
の
土
の
感
触
や
作
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

野
谷
小
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

4年
生
24
名

日
　
時

令
和
5年
2月
2日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
25

内
　
容

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
備
前
焼
づ
く
り
の
工
程
や
作
品
の
視
聴
　
　
　
・
電
動
ろ
く
ろ
に
よ
る
作
品
づ
く
り
の
見
学
（
皿
・
徳
利
な
ど
）　
　
　
・
備
前
焼
体
験
　
　
　
・
質
疑
応
答

成
　
果

目
の
前
で
見
る
作
業
工
程
に
驚
い
た
り
、
感
動
し
た
り
し
な
が
ら
興
味
深
く
見
学
し
て
い
た
。
実
際
に
作
る
活
動
で
は
、
冷
た
い
土
の
感
触
を
感
じ
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

4
備
前
市
立

目
　
標

備
前
焼
の
お
皿
を
制
作
す
る
。
制
作
し
た
皿
を
使
用
し
、
伝
統
菓
子
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
制
作
と
販
売
促
進
の
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
目
標
と
す
る
。

吉
永
中
学
校

講
　
師

大
饗
　
利
秀
、
乗
松
　
美
歩

対
象
者

3年
生
34
名

日
　
時

令
和
4年
6月
21
日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
25

内
　
容

・
準
備
さ
れ
た
陶
土
を
自
由
に
成
型
、
模
様
な
ど
を
つ
け
る
。
　
　
　
・
講
師
の
実
演
を
見
学

成
　
果

当
日
ま
で
の
準
備
（
デ
ザ
イ
ン
、
準
備
物
を
含
む
）
の
必
要
性
を
学
ん
だ
り
、
反
省
を
含
め
、
そ
れ
が
今
後
の
制
作
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
意
志
を
多
く
の
生
徒
が
示
し
て
い
る
。

【
七
宝
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

伝
統
文
化
に
触
れ
、
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
実
際
に
体
験
を
通
し
て
、
伝
統
文
化
の
良
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

御
津
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

伝
統
文
化
ク
ラ
ブ
4
～
6年
生
13
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
5日
（
月
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
19
日
（
月
）
15
：
00
～
15
：
45
　
　

内
　
容

1日
目
：
土
台
に
銀
箔
を
貼
り
付
け
る
。
好
き
な
模
様
に
切
っ
て
飾
り
付
け
た
。
花
の
模
様
や
線
を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
。

2日
目
：
貼
り
つ
け
た
銀
箔
の
上
に
、
絵
の
具
で
色
を
つ
け
る
。
色
を
重
ね
た
り
、
ぼ
か
し
た
り
し
て
い
た
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
土
台
に
七
宝
焼
を
載
せ
、
完
成
し
た
。

成
　
果

作
品
の
見
本
を
参
考
に
、
銀
箔
を
い
ろ
い
ろ
な
形
に
切
り
、
想
像
豊
か
に
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
。
講
師
に
デ
ザ
イ
ン
を
相
談
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
、
丁
寧
に
作
っ
て
い
た
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
雪
だ
る
ま

や
ツ
リ
ー
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ
、
早
速
使
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

2
津
山
市
立

目
　
標

日
本
の
伝
統
工
芸
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
へ
の
理
解
や
尊
重
す
る
心
を
育
て
る
。

広
野
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

5・
6年
生
30
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
10
：
45
～
15
：
45

内
　
容

七
宝
焼
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
制
作

成
　
果

普
段
使
う
こ
と
の
な
い
材
料
に
触
れ
、
意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。
細
か
な
作
業
に
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
伝
統
工
芸
品
の
美
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
玉
野
市
立

目
　
標

体
験
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
良
さ
や
す
ば
ら
し
さ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
由
、
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぐ
作
家
の
生
き
方
や
考
え
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

胸
上
小
学
校

講
　
師

岩
本
　
文
子

対
象
者

6年
生
13
名

日
　
時

令
和
4年
11
月
24
日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
40

内
　
容

七
宝
焼
き
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

成
　
果

日
本
文
化
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
も
受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
い
う
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
俳
句
】

番
号

講
座
詳
細

1
津
山
市
立

目
　
標

言
葉
を
吟
味
し
、
推
敲
す
る
力
を
育
て
る
。

南
小
学
校

講
　
師

右
手
　
敦
子
、
保
田
　
基

対
象
者

5年
生
17
名

日
　
時

令
和
5年
1月
18
日
（
水
）
10
：
35
～
12
：
10

内
　
容

・
郷
土
出
身
の
俳
人
 西
東
三
鬼
の
紹
介
　
　
　
・
俳
句
の
作
り
方
と
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
　
　
　
・
作
句
（
児
童
自
身
が
句
を
作
成
）　
　
　
・
選
句
（
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
見
て
、
良
い
と
思
う
句
に
投
票
）

・
披
講
（
児
童
の
作
品
を
順
番
に
披
講
し
、
総
評
）

成
　
果

郷
土
出
身
の
俳
人
西
東
三
鬼
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
師
と
一
緒
に
俳
句
を
作
る
こ
と
で
、
俳
句
に
つ
い
て
学
習
し
な
が
ら
、
作
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
講
師
か
ら
評
価
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ま
た
作
り
た
い
と

い
う
意
欲
が
高
ま
っ
た
。

【
選
択
授
業
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

第
2学
年
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
地
域
の
方
を
講
師
に
招
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高
め
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し
ん
だ
り
、
作
品
づ
く
り
を
行
っ
た
り
す
る
。

岡
北
中
学
校

講
　
師

［
茶
道
］
佐
藤
　
宗
喜
　
　
　［
水
墨
画
］
水
口
　
美
智
子

対
象
者

2年
生
25
名
（
茶
道
10
名
、
水
墨
画
15
名
）

茶
道
/水
墨
画

日
　
時

令
和
4年
9月
29
日
（
木
）
13
：
30
～
15
：
30

内
　
容

［
茶
道
］・
お
茶
の
点
て
方
、
す
す
め
方
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
と
お
菓
子
の
取
り
方
　
　
　
・
帛
紗
の
た
た
み
方
、
棗
、
茶
杓
の
拭
き
方
と
茶
巾
の
た
た
み
方
　
　
　
・
盆
点
前
の
作
法

［
水
墨
画
］・
水
墨
画
に
つ
い
て
　
　
　
・
筆
遣
い
や
構
図
の
練
習
　
　
　
・
下
書
き
、
清
書
　
　
　
・
落
款
づ
く
り
　
　
　
・
発
表
会
用
の
ス
ラ
イ
ド
制
作
　
　
　
・
作
品
展
示

成
　
果

［
茶
道
］
講
座
の
中
で
茶
道
の
基
本
を
学
び
、
盆
点
前
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

［
水
墨
画
］
講
座
の
中
で
水
墨
画
の
制
作
と
落
款
印
を
作
成
し
、
完
成
し
た
作
品
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
が
学
ん
だ
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
学
年
生
徒
、
保
護
者
と
講
師
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

茶
道
・
華
道
の
体
験
を
通
し
て
、
社
会
科
の
授
業
で
学
習
し
た
室
町
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
礼
儀
作
法
の
意
味
や
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
。

西
大
寺
南
小
学
校

講
　
師

［
茶
道
］
宮
本
　
京
子
　
　
　［
華
道
］
吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子

対
象
者

6年
生
39
名
（
茶
道
18
名
、
華
道
21
名
）

茶
道
/華
道

日
　
時

令
和
4年
10
月
4日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
25

内
　
容

［
茶
道
］
礼
儀
作
法
を
学
び
、
お
茶
の
い
た
だ
き
方
や
点
て
方
な
ど
を
体
験
し
た
。

［
華
道
］
歴
史
や
花
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
、
実
際
に
生
け
花
を
体
験
し
た
。

成
　
果

茶
道
・
華
道
の
体
験
を
通
し
て
、
礼
儀
作
法
の
必
要
性
や
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
室
町
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
文
化
に
、
思
い
を
は
せ
て
体
験
し
た
こ
と
で
、
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
も
深
ま
っ
た
。

3
岡
山
市
立

幡
多
小
学
校

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
の
留
学
生
や
下
学
年
へ
の
発
表
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方
法
で
伝
え
て
い
く
活
動
を
予
定
し
て
い
る
た
め
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
体
験
を
通
し
て
す
ば
ら

し
さ
を
実
感
し
、
学
習
す
る
。

講
　
師

［
茶
道
］
林
　
裕
子
　
　
　［
華
道
］
吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子
　
　
　［
和
太
鼓
］
田
中
　
み
ず
ほ
　
　
　［
銭
太
鼓
］
宮
坂
　
一
樹
　
　
　［
投
扇
興
］
田
中
　
克
郎
　
　
　

茶
道
/華
道
/和
太
鼓
/

対
象
者

3年
生
16
1名
（
茶
道
25
名
、
華
道
30
名
、
和
太
鼓
36
名
、
銭
太
鼓
40
名
、
投
扇
興
30
名
）

銭
太
鼓
/投
扇
興

日
　
時

令
和
4年
10
月
24
日
（
月
）
9：
15
～
11
：
00

内
　
容

［
茶
道
］
①
歴
史
講
義
　
　
　
②
作
法
や
お
菓
子
の
食
べ
方
、
指
導
と
実
演
　
　
　
③
実
践

［
華
道
］
①
基
礎
講
義
　
　
　
②
生
け
花
体
験
　
　
　
③
感
想
発
表

［
和
太
鼓
］
①
あ
い
さ
つ
な
ど
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
　
　
　
②
リ
ズ
ム
練
習
　
　
　
③
曲
に
合
わ
せ
て
演
奏

［
銭
太
鼓
］
①
説
明
　
　
　
②
技
の
練
習
　
　
　
③
実
技
「
ド
ン
パ
ン
節
」

［
投
扇
興
］
①
説
明
（
ル
ー
ル
や
姿
勢
）　
　
　
②
実
践

成
　
果

［
茶
道
］
歴
史
や
作
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
繰
り
返
し
ご
指
導
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
そ
う
に
感
想
を
伝
え
て
い
た
。

［
華
道
］
歴
史
や
花
の
種
類
、
花
の
切
り
方
を
学
ん
だ
後
、
実
際
に
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
で
、
表
現
す
る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

［
和
太
鼓
］
日
本
の
礼
儀
作
法
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
例
を
示
し
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
和
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
絵
や
子
ど
も
が
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
で
の
指
導
だ
っ
た
た
め
、
最
後
ま

で
意
欲
的
に
活
動
し
た
。

［
銭
太
鼓
］
銭
太
鼓
の
持
ち
方
や
演
奏
す
る
と
き
の
姿
勢
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
一
曲
演
技
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
技
と
リ
ズ
ム
を
と
て
も
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
で
き
た
と
き
、
と
て
も
達
成
感

を
味
わ
え
た
。
講
師
の
演
技
を
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
感
動
的
だ
っ
た
。

［
投
扇
興
］
ル
ー
ル
や
投
げ
方
の
コ
ツ
を
詳
し
く
、
何
度
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
普
段
、
正
座
を
す
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
慣
れ
な
い
姿
勢
に
苦
戦
し
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
上
手
に
や
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
岡
山
市
立

目
　
標

・
室
町
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
良
さ
に
親
し
む
。
　
　
　
・
室
町
文
化
が
現
代
の
生
活
の
中
に
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
。

御
野
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子
　
　
　［
水
墨
画
］
水
口
　
美
智
子
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
10
3名
（
華
道
35
名
、
水
墨
画
35
名
、
狂
言
33
名
）

華
道
/水
墨
画
/狂
言

日
　
時

令
和
4年
10
月
26
日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

［
華
道
］
生
け
花
体
験

［
水
墨
画
］
水
墨
画
体
験

［
狂
言
］
狂
言
体
験

成
果

体
験
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
に
伝
わ
る
こ
れ
ら
の
文
化
を
、
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

5
倉
敷
市
立

目
　
標

文
化
体
験
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

児
島
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
尾
崎
　
好
子
、
土
谷
　
幸
子
　
　
　［
水
墨
画
］
間
嶋
　
郁
子
　
　
　［
和
太
鼓
］
塩
尻
　
司
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
12
4名
（
華
道
30
名
、
水
墨
画
30
名
、
和
太
鼓
33
名
、
狂
言
31
名
）

華
道
/水
墨
画
/

日
　
時

令
和
4年
9月
21
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
00

和
太
鼓
/狂
言

内
　
容

［
華
道
］
歴
史
や
生
け
方
を
学
び
、
花
材
を
生
か
し
て
花
を
生
け
る
。

［
水
墨
画
］
歴
史
や
描
き
方
を
学
び
、
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
て
絵
を
描
く
。

［
和
太
鼓
］
姿
勢
や
太
鼓
の
た
た
き
方
を
学
び
、
み
ん
な
で
演
奏
す
る
。

［
狂
言
］
声
の
出
し
方
や
歩
き
方
を
学
び
、
み
ん
な
で
演
じ
る
。

成
　
果

社
会
科
で
学
ん
だ
内
容
と
、
現
代
の
日
本
文
化
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
日
本
固
有
の
文
化
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

「
昔
の
文
化
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
知
り
た
い
。」
「
自
然
の
物
や
自
分
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
昔
の
文
化
を
大
切
に
し
た
い
。」
（
児
童
の
感
想
よ
り
）

6
倉
敷
市
立

目
　
標

さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
価
値
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
多
様
な
文
化
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
を
育
む
。

琴
浦
東
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
尾
崎
　
好
子
、
土
谷
　
幸
子
、
津
崎
　
敬
子
　
　
　［
三
味
線
］
三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
46
名
（
華
道
18
名
、
三
味
線
16
名
、
狂
言
12
名
）

華
道
/三
味
線
/狂
言

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
9日
（
水
）
13
：
40
～
15
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
21
日
（
月
）
14
：
05
～
15
：
35

内
　
容

［
華
道
］・
個
人
で
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ケ
ッ
チ
　
　
　
・
歴
史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
個
人
作
品
を
組
み
合
わ
せ
て
大
型
作
品
づ
く
り
　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

［
三
味
線
］・
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
　
　
　
・
三
味
線
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

［
狂
言
］・
狂
言
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
基
本
動
作
（
歩
き
方
、
立
ち
方
）
や
声
の
出
し
方
　
　
　
・「
柿
山
伏
」　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

成
　
果

［
華
道
］
一
つ
の
花
で
も
見
る
角
度
に
よ
っ
て
違
う
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
、
一
つ
の
花
の
命
を
、
よ
り
美
し
く
見
せ
る
た
め
に
花
を
生
け
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、
愛
し
そ
う
に
自
分
の
生
け
た
作
品
を
持
ち
帰
っ
た
。
自
然
物
を
大
切

に
し
よ
う
と
い
う
心
が
育
っ
た
。

［
三
味
線
］
三
味
線
の
つ
く
り
や
歴
史
に
つ
い
て
理
解
し
、
独
特
の
音
色
を
楽
し
み
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
集
中
し
て
練
習
を
重
ね
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
披
露
す
る
姿
は
と
て
も
様
に
な
っ
て
い
た
。
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。

［
狂
言
］
社
会
科
の
学
習
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
狂
言
を
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
奥
深
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
お
腹
か
ら
し
っ
か
り
声
を
出
し
、
動
き
も
そ
ろ
え
て
表
現
す
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

7
玉
野
市
立

目
　
標

日
本
古
来
の
古
典
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
地
域
文
化
（
郷
土
芸
能
な
ど
）
の
貴
重
な
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
。

東
児
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
歌
藍
、
三
上
　
歌
舞
　
　
　［
三
味
線
］
三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
道
　
　
　［
和
太
鼓
］
田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
77
名
（
箏
曲
26
名
、
三
味
線
19
名
、
和
太
鼓
32
名
）

箏
曲
/三
味
線
/

日
　
時

令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
13
：
40
～
15
：
30

和
太
鼓

内
　
容

［
箏
曲
］［
三
味
線
］
①
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
講
師
の
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
③
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
練
習
か
ら
仕
上
げ
へ
　
　
　
④
教
室
に
戻
っ
て
振
り
返
り
用
紙
の
記
入

［
和
太
鼓
］
①
日
本
の
お
辞
儀
、
正
座
で
礼
　
　
　
②
日
本
の
あ
い
さ
つ
、
日
本
語
の
使
い
方
　
　
　
③
和
太
鼓
の
た
た
き
方
、
基
礎
　
　
　
④
曲
を
仕
上
げ
る
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
練
習
　
　
　
⑤
発
表

⑥
教
室
に
戻
っ
て
振
り
返
り
用
紙
の
記
入

成
　
果

講
座
を
通
し
て
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
、
和
楽
器
の
演
奏
を
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
中
で
、
日
本
文
化
を
愛
す
る
心
情
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
貴
重
な
地
域
の
伝
統
芸
能
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り
良
い
継
承
者
の
育

成
に
も
、
つ
な
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
将
来
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
外
国
の
人
々
に
向
け
て
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
良
さ
を
、
自
信
を
も
っ
て
広
く
紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

8
赤
磐
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
独
特
な
旋
律
や
リ
ズ
ム
、
音
色
の
美
し
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
の
特
徴
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
楽
器
に
親
し
む
心
情
や
伝
統
音
楽
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
を
育
む
。

吉
井
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山
　
　
　［
和
太
鼓
］
塩
尻
　
司

対
象
者

全
学
年
50
名
（
箏
曲
・
尺
八
32
名
、
和
太
鼓
18
名
）

箏
曲
・
尺
八
/和
太
鼓

日
　
時

令
和
4年
10
月
18
日
（
火
）
9：
55
～
12
：
45

内
　
容

［
箏
曲
・
尺
八
］・
楽
器
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
よ
る
模
範
演
奏
　
　
　
・
各
楽
器
の
奏
法
、
体
験

［
和
太
鼓
］・
楽
器
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
模
範
演
奏
　
　
　
・
和
太
鼓
の
体
験

成
　
果

生
徒
た
ち
は
講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
集
中
し
て
取
り
組
み
、
各
学
年
１
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
と
親
し
み
、
基
本
的
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

4
岡
山
市
立

目
　
標

・
室
町
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
良
さ
に
親
し
む
。
　
　
　
・
室
町
文
化
が
現
代
の
生
活
の
中
に
も
生
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
し
て
考
え
る
。

御
野
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
吉
野
　
和
江
、
佐
藤
　
敬
子
　
　
　［
水
墨
画
］
水
口
　
美
智
子
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
10
3名
（
華
道
35
名
、
水
墨
画
35
名
、
狂
言
33
名
）

華
道
/水
墨
画
/狂
言

日
　
時

令
和
4年
10
月
26
日
（
水
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

［
華
道
］
生
け
花
体
験

［
水
墨
画
］
水
墨
画
体
験

［
狂
言
］
狂
言
体
験

成
果

体
験
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
に
伝
わ
る
こ
れ
ら
の
文
化
を
、
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

5
倉
敷
市
立

目
　
標

文
化
体
験
を
通
し
て
、
日
本
の
伝
統
的
な
文
化
に
興
味
を
も
ち
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

児
島
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
尾
崎
　
好
子
、
土
谷
　
幸
子
　
　
　［
水
墨
画
］
間
嶋
　
郁
子
　
　
　［
和
太
鼓
］
塩
尻
　
司
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
12
4名
（
華
道
30
名
、
水
墨
画
30
名
、
和
太
鼓
33
名
、
狂
言
31
名
）

華
道
/水
墨
画
/

日
　
時

令
和
4年
9月
21
日
（
水
）
10
：
30
～
12
：
00

和
太
鼓
/狂
言

内
　
容

［
華
道
］
歴
史
や
生
け
方
を
学
び
、
花
材
を
生
か
し
て
花
を
生
け
る
。

［
水
墨
画
］
歴
史
や
描
き
方
を
学
び
、
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
て
絵
を
描
く
。

［
和
太
鼓
］
姿
勢
や
太
鼓
の
た
た
き
方
を
学
び
、
み
ん
な
で
演
奏
す
る
。

［
狂
言
］
声
の
出
し
方
や
歩
き
方
を
学
び
、
み
ん
な
で
演
じ
る
。

成
　
果

社
会
科
で
学
ん
だ
内
容
と
、
現
代
の
日
本
文
化
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
日
本
固
有
の
文
化
に
興
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

「
昔
の
文
化
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
知
り
た
い
。」
「
自
然
の
物
や
自
分
の
個
性
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」
「
中
学
生
に
な
っ
て
も
昔
の
文
化
を
大
切
に
し
た
い
。」
（
児
童
の
感
想
よ
り
）

6
倉
敷
市
立

目
　
標

さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本
文
化
の
価
値
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
多
様
な
文
化
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
を
育
む
。

琴
浦
東
小
学
校

講
　
師

［
華
道
］
尾
崎
　
好
子
、
土
谷
　
幸
子
、
津
崎
　
敬
子
　
　
　［
三
味
線
］
三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
舞
　
　
　［
狂
言
］
田
賀
屋
　
夙
生

対
象
者

6年
生
46
名
（
華
道
18
名
、
三
味
線
16
名
、
狂
言
12
名
）

華
道
/三
味
線
/狂
言

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
9日
（
水
）
13
：
40
～
15
：
10
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
21
日
（
月
）
14
：
05
～
15
：
35

内
　
容

［
華
道
］・
個
人
で
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ス
ケ
ッ
チ
　
　
　
・
歴
史
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
個
人
作
品
を
組
み
合
わ
せ
て
大
型
作
品
づ
く
り
　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

［
三
味
線
］・
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
演
奏
　
　
　
・
三
味
線
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

［
狂
言
］・
狂
言
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く
　
　
　
・
基
本
動
作
（
歩
き
方
、
立
ち
方
）
や
声
の
出
し
方
　
　
　
・「
柿
山
伏
」　
　
　
・
他
の
文
化
体
験
を
し
た
児
童
の
発
表
鑑
賞

成
　
果

［
華
道
］
一
つ
の
花
で
も
見
る
角
度
に
よ
っ
て
違
う
美
し
さ
が
あ
る
こ
と
、
一
つ
の
花
の
命
を
、
よ
り
美
し
く
見
せ
る
た
め
に
花
を
生
け
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、
愛
し
そ
う
に
自
分
の
生
け
た
作
品
を
持
ち
帰
っ
た
。
自
然
物
を
大
切

に
し
よ
う
と
い
う
心
が
育
っ
た
。

［
三
味
線
］
三
味
線
の
つ
く
り
や
歴
史
に
つ
い
て
理
解
し
、
独
特
の
音
色
を
楽
し
み
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
ん
だ
。
集
中
し
て
練
習
を
重
ね
、「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
を
披
露
す
る
姿
は
と
て
も
様
に
な
っ
て
い
た
。
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。

［
狂
言
］
社
会
科
の
学
習
で
し
か
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
狂
言
を
実
際
に
体
験
し
、
そ
の
奥
深
さ
と
難
し
さ
を
感
じ
て
い
た
。
お
腹
か
ら
し
っ
か
り
声
を
出
し
、
動
き
も
そ
ろ
え
て
表
現
す
る
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

7
玉
野
市
立

目
　
標

日
本
古
来
の
古
典
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
日
本
文
化
の
良
さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
地
域
文
化
（
郷
土
芸
能
な
ど
）
の
貴
重
な
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
。

東
児
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
三
上
　
歌
藍
、
三
上
　
歌
舞
　
　
　［
三
味
線
］
三
上
　
澄
之
、
三
上
　
歌
道
　
　
　［
和
太
鼓
］
田
中
　
み
ず
ほ

対
象
者

全
学
年
77
名
（
箏
曲
26
名
、
三
味
線
19
名
、
和
太
鼓
32
名
）

箏
曲
/三
味
線
/

日
　
時

令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
13
：
40
～
15
：
30

和
太
鼓

内
　
容

［
箏
曲
］［
三
味
線
］
①
楽
器
の
説
明
　
　
　
②
講
師
の
演
奏
の
鑑
賞
　
　
　
③
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
の
練
習
か
ら
仕
上
げ
へ
　
　
　
④
教
室
に
戻
っ
て
振
り
返
り
用
紙
の
記
入

［
和
太
鼓
］
①
日
本
の
お
辞
儀
、
正
座
で
礼
　
　
　
②
日
本
の
あ
い
さ
つ
、
日
本
語
の
使
い
方
　
　
　
③
和
太
鼓
の
た
た
き
方
、
基
礎
　
　
　
④
曲
を
仕
上
げ
る
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
練
習
　
　
　
⑤
発
表

⑥
教
室
に
戻
っ
て
振
り
返
り
用
紙
の
記
入

成
　
果

講
座
を
通
し
て
、
講
師
の
話
を
聞
い
た
り
、
和
楽
器
の
演
奏
を
実
際
に
体
験
し
た
り
す
る
中
で
、
日
本
文
化
を
愛
す
る
心
情
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
貴
重
な
地
域
の
伝
統
芸
能
の
担
い
手
と
し
て
、
よ
り
良
い
継
承
者
の
育

成
に
も
、
つ
な
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
将
来
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
外
国
の
人
々
に
向
け
て
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能
の
良
さ
を
、
自
信
を
も
っ
て
広
く
紹
介
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

8
赤
磐
市
立

目
　
標

和
楽
器
の
独
特
な
旋
律
や
リ
ズ
ム
、
音
色
の
美
し
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
の
特
徴
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
楽
器
に
親
し
む
心
情
や
伝
統
音
楽
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
を
育
む
。

吉
井
中
学
校

講
　
師

［
箏
曲
］
狩
野
　
章
定
　
　
　［
尺
八
］
加
東
　
吹
山
　
　
　［
和
太
鼓
］
塩
尻
　
司

対
象
者

全
学
年
50
名
（
箏
曲
・
尺
八
32
名
、
和
太
鼓
18
名
）

箏
曲
・
尺
八
/和
太
鼓

日
　
時

令
和
4年
10
月
18
日
（
火
）
9：
55
～
12
：
45

内
　
容

［
箏
曲
・
尺
八
］・
楽
器
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
箏
と
尺
八
に
よ
る
模
範
演
奏
　
　
　
・
各
楽
器
の
奏
法
、
体
験

［
和
太
鼓
］・
楽
器
に
つ
い
て
の
説
明
　
　
　
・
模
範
演
奏
　
　
　
・
和
太
鼓
の
体
験

成
　
果

生
徒
た
ち
は
講
師
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、
集
中
し
て
取
り
組
み
、
各
学
年
１
時
間
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
と
親
し
み
、
基
本
的
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

■
一
般
文
化
芸
術
部
門
■

【
合
唱
】

（
行
政
順
・
日
程
順
）

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
岡
山
市
立

竹
枝
小
学
校

目
　
標

少
人
数
の
た
め
、
通
常
の
音
楽
の
授
業
で
は
で
き
に
く
い
の
で
、
全
校
音
楽
と
し
て
多
数
の
声
の
響
き
や
重
な
り
を
感
じ
さ
せ
た
い
。
来
年
、
岡
山
市
音
楽
会
で
演
奏
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
お
り
、
発
声
な
ど
合
唱
の
基
礎
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

全
学
年
23
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
22
日
（
水
）
13
：
10
～
13
：
55
　
　
　
②
令
和
4年
9月
27
日
（
火
）
13
：
45
～
14
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
24
日
（
月
）
13
：
45
～
14
：
30
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
22
日
（
火
）
13
：
45
～
14
：
30

内
　
容

①
歌
う
姿
勢
と
発
声
「
南
風
に
の
っ
て
」　
　
　
②
発
声
、
及
び
音
程
と
重
な
り
「
パ
レ
ー
ド
・
ホ
ッ
ホ
ー
」　
　
　
③
発
声
、
及
び
音
程
と
重
な
り
「
も
み
じ
」　
　
　
④
発
声
、
及
び
音
程
と
重
な
り
「
い
つ
だ
っ
て
！
」

成
　
果

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
歌
う
姿
勢
や
声
量
が
良
く
な
り
、
顔
を
上
げ
、
自
信
を
も
っ
て
歌
う
児
童
が
増
え
た
。
通
常
の
学
年
別
授
業
で
は
難
し
い
多
声
の
響
き
や
重
な
り
を
体
験
で
き
た
。
10
月
末
と
11
月
末
に
は
学
校
行
事
で
保
護

者
や
地
域
の
方
に
披
露
し
、
好
評
で
あ
っ
た
。
歌
唱
指
導
の
方
法
を
教
職
員
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
会
に
向
け
て
、
児
童
・
教
師
と
も
に
発
声
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
部
小
学
校

講
　
師

脇
本
　
恵
子

対
象
者

3・
4年
生
42
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
3日
（
月
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
4日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
7日
（
金
）
13
：
35
～
14
：
20
　
　
　
④
令
和
4年
10
月
11
日
（
火
）
13
：
35
～
14
：
20

内
　
容

・
発
声
に
つ
い
て
の
指
導
　
　
　
・
各
学
年
の
発
表
曲
に
つ
い
て
の
指
導
　
　
　
・
歌
詞
の
意
味
、
歌
い
方
の
指
導

成
　
果

発
声
の
仕
方
を
知
り
、
正
し
く
発
声
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
歌
詞
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
表
現
力
が
身
に
付
い
た
。
楽
し
み
な
が
ら
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
発
表
会
に
向
け
、
正
し
い
発
声
の
仕
方
や
歌
い
方
を
学
び
、
響
き
の
あ
る
美
し
い
歌
声
で
歌
っ
た
り
、
合
唱
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

平
福
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

2・
3・
5・
6年
生
32
2名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
20
日
（
木
）
13
：
50
～
15
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
21
日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
20
　
　
　

内
　
容

・
正
し
い
姿
勢
や
腹
筋
の
使
い
方
　
　
　
・
い
ろ
い
ろ
な
速
さ
に
合
わ
せ
た
拍
の
き
ざ
み
方
や
リ
ズ
ム
の
と
り
方
　
　
　
・
各
学
年
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
発
声
の
仕
方

・
曲
に
合
う
表
現
の
仕
方
や
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
作
り
方

成
　
果

動
物
の
鳴
き
声
に
よ
る
発
声
練
習
や
手
拍
子
な
ど
で
、
低
学
年
で
も
楽
し
み
な
が
ら
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
、
響
き
の
あ
る
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
体
育
館
全
体
を
使
い
、
互
い
の
表
情
を
見
た
り
、
声
を
聞
き
合
っ
た
り
し

な
が
ら
歌
う
活
動
や
指
導
を
通
し
、
正
し
く
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
意
識
し
な
が
ら
合
唱
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
向
け
て
の
合
唱
指
導

石
井
小
学
校

講
　
師

脇
本
　
恵
子

対
象
者

6年
生
72
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
7日
（
月
）
14
：
00
～
14
：
45
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
14
日
（
月
）
14
：
00
～
14
：
45

内
　
容

「
W
ith
 Y
ou
 S
m
ile
」
の
合
唱
指
導

成
　
果

歌
い
方
を
知
り
、
歌
声
が
変
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
発
表
会
で
は
、
大
き
な
拍
手
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

5
岡
山
市
立

小
串
小
学
校

目
　
標

全
学
年
で
2学
期
に
行
う
学
習
発
表
会
の
合
唱
曲
の
指
導
、
3学
期
に
は
卒
業
式
に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
合
唱
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
に
対
す
る
自
信
や
成
功
体
験
に
つ

な
げ
る
。

講
　
師

脇
本
　
恵
子

対
象
者

全
学
年
21
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
2月
28
日
（
火
）
10
：
45
～
12
：
20

内
　
容

2学
期
は
息
の
吸
い
方
、
姿
勢
や
歌
声
の
出
し
方
と
い
う
基
本
的
な
内
容
と
、
学
習
発
表
会
の
合
唱
曲
「
カ
リ
ブ
 夢
の
旅
」
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
3学
期
は
基
本
的
な
発
声
指
導
と
卒
業
式
で
歌
う
「
翼

を
抱
い
て
」
に
つ
い
て
、
歌
う
こ
と
が
難
し
い
点
を
中
心
に
指
導
を
受
け
た
。

成
　
果

講
座
を
受
け
る
ま
で
は
、合
唱
時
に
声
を
出
さ
な
か
っ
た
り
、出
し
て
い
て
も
歌
声
で
な
く
張
り
上
げ
声
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、受
講
後
は
児
童
に
き
れ
い
な
歌
声
を
出
そ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、合
唱
の
基
盤
が
で
き
た
。

6
岡
山
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
、
卒
業
式
に
向
け
て
の
合
唱
の
上
達

馬
屋
上
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代
、
鴨
井
　
敦
子

対
象
者

全
学
年
19
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
13
：
40
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
10
日
（
木
）
13
：
40
～
14
：
40
　
　
　
③
令
和
5年
2月
24
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
45

内
　
容

発
声
練
習
で
声
の
出
し
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。「
Be
lie
ve
」「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
二
部
合
唱
の
指
導
、
歌
い
方
や
拍
の
と
り
方
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

腹
筋
を
使
っ
て
、
頭
声
発
声
で
声
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
高
音
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
拍
の
と
り
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
声
が
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
た
。
二
部
に
分
か
れ
る
と
き
の
音
の
と
り
方
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
自
信

を
も
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

7
倉
敷
市
立

目
　
標

学
芸
会
に
向
け
て
、
発
声
法
や
表
現
方
法
を
学
ぶ
。

柳
井
原
小
学
校

講
　
師

山
下
　
典
子

対
象
者

全
学
年
44
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
16
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
28
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
18
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25

内
　
容

・
発
声
法
や
表
現
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
　
　
　
・
課
題
曲
「
Be
lie
ve
」
の
練
習

成
　
果

表
現
力
が
豊
か
に
な
り
、
歌
詞
の
意
味
を
歌
声
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

8
倉
敷
市
立

柏
島
小
学
校

目
　
標

柏
小
き
ら
り
発
表
会
に
向
け
て
、
歌
唱
力
・
表
現
力
の
向
上
を
目
指
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
級
、
音
楽
の
授
業
や
行
事
な
ど
で
歌
唱
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
児
童
に
歌
唱
や
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
た

い
。
ま
た
、
常
に
マ
ス
ク
着
用
と
い
う
状
況
下
で
も
可
能
な
歌
唱
指
導
法
を
知
り
た
い
。

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

5年
生
55
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
3日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
13
：
30
～
14
：
15
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
14
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

・
無
理
な
く
響
く
声
を
出
す
た
め
の
体
の
使
い
方
や
呼
吸
法
な
ど
の
発
声
指
導
　
　
　
・
二
部
や
三
部
合
唱
を
す
る
と
き
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
指
導
　
　
　
・
中
音
域
か
ら
高
音
域
へ
上
昇
す
る
と
き
の
意
識
の
仕
方
や
発
声
法
の
指
導

成
　
果

講
座
実
施
前
は
、
歌
唱
の
回
数
も
少
な
く
、
声
量
が
弱
か
っ
た
が
、
指
導
し
て
い
た
だ
く
ご
と
に
声
量
が
上
が
り
、
響
き
の
あ
る
歌
声
に
変
わ
っ
た
。
柏
小
き
ら
り
発
表
会
で
は
、
自
信
を
も
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

9
倉
敷
市
立

目
　
標

の
び
の
び
と
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

下
津
井
東
小
学
校

講
　
師

種
田
　
光
洋

対
象
者

3・
4年
生
12
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
21
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
11
日
（
金
）
13
：
55
～
14
：
40

内
　
容

・
歌
う
と
き
の
姿
勢
や
声
の
出
し
方
な
ど
、
基
礎
的
な
こ
と
を
指
導
　
　
　
・
歌
詞
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
、
ど
う
歌
っ
た
ら
良
い
か
の
具
体
的
な
歌
唱
法
に
つ
い
て

成
　
果

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
歌
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
明
る
い
表
情
で
、
の
び
の
び
と
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

10
倉
敷
市
立

目
　
標

学
芸
会
に
向
け
た
歌
唱
力
の
向
上

玉
島
南
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

3・
5年
生
11
1名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
31
日
（
月
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
18
日
（
金
）
9：
35
～
11
：
05

内
　
容

・
体
を
使
っ
た
声
の
出
し
方
　
　
　
・
息
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法

成
　
果

声
に
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
、
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
美
し
い
声
で
歌
う
こ
と
が
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

11
津
山
市
立

目
　
標

4・
5年
生
は
学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
6年
生
は
卒
業
式
に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
と
歌
唱
力
の
向
上
を
目
指
す
。

河
辺
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

4
～
6年
生
14
4名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
19
日
（
水
）
9：
40
～
10
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
26
日
（
水
）
9：
40
～
10
：
25
　
　
　
③
令
和
5年
2月
6日
（
月
）
11
：
40
～
12
：
25
　
　
　
④
令
和
5年
2月
24
日
（
金
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

4年
生
「
CO
SM
O
S」
5年
生
「
U
＆
I」
6年
生
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
歌
唱
指
導
（
歌
う
姿
勢
、
発
声
の
仕
方
な
ど
、
言
葉
の
発
音
、
表
現
の
仕
方
、
声
の
と
ば
し
方
、
二
部
合
唱
パ
ー
ト
練
習
）

成
　
果

姿
勢
、
言
葉
の
発
音
、
呼
吸
の
仕
方
、
表
現
の
仕
方
、
発
声
の
仕
方
な
ど
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
自
信
の
な
い
歌
声
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
児
童
が
意
欲
的
に
理
解
し
、
短
い
時
間
の
中
で
、
歌
い
方
の
変

化
が
見
ら
れ
た
。
自
信
を
も
っ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。

12
津
山
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
向
け
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
な
伸
び
や
か
な
声
で
、
全
校
合
唱
が
で
き
る
よ
う
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
変
声
期
の
児
童
も
い
る
5・
6年
生
の
合
唱
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
。

清
泉
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
52
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
7日
（
月
）
13
：
40
～
15
：
15

内
　
容

・
全
校
二
部
合
唱
「
あ
り
が
と
う
の
花
」「
ふ
る
さ
と
」　
　
　
・
5、
6年
生
二
部
合
唱
「
こ
の
星
に
生
ま
れ
て
」　
　
　
・
1、
2年
生
「
ウ
ン
パ
ッ
パ
」

体
操
も
取
り
入
れ
、
お
腹
と
背
中
で
支
え
て
声
を
出
す
練
習
や
発
音
に
つ
い
て
、
言
葉
の
始
め
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
る
よ
う
な
感
じ
で
、
そ
ろ
え
る
意
識
を
も
つ
こ
と
な
ど
、
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

発
音
を
気
を
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
お
腹
と
背
中
で
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
声
量
が
大
き
く
な
っ
た
。
指
導
後
、
練
習
を
続
け
、
学
習
発
表
会
で
は
伸
び
や
か
に
堂
々
と
歌
え
た
よ
う
に
思
え
る
。

13
津
山
市
立

目
　
標

音
楽
の
授
業
の
合
唱
を
通
し
て
、
表
現
力
を
高
め
、
自
信
を
も
っ
て
歌
唱
す
る
力
を
伸
ば
す
。

高
田
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

1・
2・
4・
6年
生
73
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
10
：
40
～
12
：
20
　
　
　
②
令
和
5年
2月
9日
（
木
）
10
：
40
～
12
：
20
　

内
　
容

・
楽
し
く
工
夫
し
た
、
分
か
り
や
す
い
発
声
練
習
　
　
　
・
言
葉
を
大
切
に
す
る
た
め
、
口
を
縦
に
開
け
る
こ
と
や
、
子
音
・
母
音
を
は
っ
き
り
と
発
音
す
る
こ
と
　
　
　
・
曲
の
流
れ
や
強
弱
に
気
を
付
け
た
表
現
の
指
導

成
　
果

・
児
童
は
、
口
の
開
け
方
、
頭
声
発
声
の
仕
方
や
発
音
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
、
積
極
的
に
歌
唱
に
取
り
入
れ
て
い
た
。
　
　
　
・
歌
唱
の
声
量
が
増
え
、
声
が
ま
と
ま
っ
て
き
た
。

14
津
山
市
立

目
　
標

フ
レ
ー
ズ
や
強
弱
に
気
を
付
け
、
気
持
ち
を
込
め
て
楽
し
く
歌
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
津
山
市
の
研
究
演
奏
会
、
卒
業
式
や
学
習
発
表
会
な
ど
で
、
よ
り
豊
か
な
表
現
力
を
高
め
た
歌
を
目
指
し
た
い
。

院
庄
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

3・
6年
生
35
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
4日
（
金
）
13
：
45
～
14
：
30
　
　
　
②
令
和
5年
2月
17
日
（
金
）
13
：
45
～
14
：
30

内
　
容

・
発
声
の
仕
方
、
姿
勢
　
　
　
・
言
葉
の
最
初
を
大
切
に
し
た
発
音
　
　
　
・
気
持
ち
を
込
め
て
、
丁
寧
に
歌
う
こ
と

成
　
果

頭
声
発
声
で
、
声
を
そ
ろ
え
て
歌
う
心
地
よ
さ
を
感
じ
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
大
切
に
し
た
歌
い
方
を
す
る
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
増
え
た
。

15
備
前
市
立

目
　
標

学
習
発
表
会
に
向
け
た
合
唱
指
導
の
充
実

伊
部
小
学
校

講
　
師

桑
原
　
直
美

対
象
者

4年
生
38
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
19
日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
26
日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
2日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
④
令
和
4年
11
月
9日
（
水
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

・
発
声
　
　
　
・
歌
唱
指
導
「
へ
い
わ
の
た
ね
」（
言
葉
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
歌
い
方
、
フ
レ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
緩
急
や
強
弱
な
ど
）

成
　
果

発
声
の
方
法
が
分
か
り
、練
習
前
は
元
気
の
い
い
声
だ
っ
た
が
、柔
ら
か
い
、曲
に
合
わ
せ
た
歌
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。１
文
字
ず
つ
で
は
な
く
、フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
を
大
切
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

16
備
前
市
立

目
　
標

合
唱
曲
「
い
つ
だ
っ
て
！
」
の
合
唱
指
導
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
児
童
が
適
切
な
発
声
法
や
歌
唱
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

西
鶴
山
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

3・
4年
13
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
28
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
11
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　

内
　
容

1日
目
：
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
、
合
唱
曲
「
い
つ
だ
っ
て
！
」
の
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
高
音
を
き
れ
い
に
出
す
た
め
の
体
の
使
い
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

2日
目
：
歌
詞
や
曲
想
を
考
え
た
歌
い
方
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
座
っ
て
歌
う
こ
と
で
、
お
腹
を
意
識
し
て
発
声
で
き
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

少
な
い
人
数
で
歌
う
た
め
、
地
声
で
大
き
な
声
を
出
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
腹
式
呼
吸
で
発
声
す
る
方
法
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
無
理
な
く
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
中
に
は
、
高
音
を
き
れ
い
に
響
か
せ
る
こ
と
が
で

き
た
児
童
も
い
た
。
講
師
か
ら
た
く
さ
ん
褒
め
て
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

17
備
前
市
立

目
　
標

コ
ロ
ナ
禍
で
歌
う
こ
と
が
少
な
か
っ
た
児
童
が
、
卒
業
式
で
自
信
を
も
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

伊
里
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

6年
生
27
名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
29
日
（
火
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
9日
（
金
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
1月
27
日
（
金
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
④
令
和
5年
2月
28
日
（
火
）
11
：
15
～
12
：
00

内
　
容

音
楽
科
の
授
業
で
練
習
し
て
き
た
、
教
科
書
掲
載
の
「
W
ish
～
夢
を
信
じ
て
」
を
使
っ
て
、
発
声
の
仕
方
、
息
を
長
く
伸
ば
す
こ
と
な
ど
の
指
導
を
2回
。
そ
れ
を
基
に
、
卒
業
式
で
歌
唱
す
る
「
変
わ
ら
な
い
も
の
」
の
指
導
を
体

育
館
で
2回
。
声
の
響
か
せ
方
や
、
パ
ー
ト
の
か
け
あ
い
な
ど
卒
業
式
を
想
定
し
て
の
練
習
を
し
た
。

成
　
果

自
信
が
な
く
合
唱
と
し
て
の
声
量
が
小
さ
か
っ
た
が
、
体
の
つ
か
い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
伸
び
や
か
な
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お
互
い
の
声
を
聞
き
合
う
こ
と
で
生
ま
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
て
歌
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
声
量
も
体
育
館
全
体
に
響
く
大
き
さ
に
な
っ
た
。

18
備
前
市
立

目
　
標

卒
業
式
に
向
け
て
、
合
唱
の
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
。
発
声
練
習
の
方
法
や
、
声
の
響
か
せ
方
、
歌
い
方
な
ど
の
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
。

香
登
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

6年
生
17
名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
3日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
40
　
　
　
②
令
和
5年
2月
10
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
40
　
　
　
③
令
和
5年
2月
17
日
（
金
）
10
：
40
～
11
：
40
　
　
　
④
令
和
5年
2月
28
日
（
火
）
8：
35
～
9：
35

内
　
容

声
を
出
す
準
備
、
発
声
の
仕
方
（
体
の
使
い
方
）
や
聞
い
て
い
る
人
に
伝
わ
る
歌
い
方
な
ど
の
指
導

成
　
果

お
と
な
し
く
、
な
か
な
か
声
を
出
せ
な
い
児
童
が
多
い
が
、
動
物
の
鳴
き
声
や
体
を
使
っ
て
歌
う
な
ど
、
児
童
に
楽
し
く
わ
か
り
や
す
い
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
、
よ
り
遠
く
に
届
く
声
に
な
っ
た
。
ど
ん

な
児
童
で
も
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
児
童
自
身
も
安
心
し
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

19
赤
磐
市
立

目
　
標

正
し
い
発
声
法
を
身
に
付
け
、
響
き
の
あ
る
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
る
。
歌
詞
の
意
味
を
考
え
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
の
方
法
を
学
ぶ
。

山
陽
小
学
校

講
　
師

佐
々
木
　
英
代

対
象
者

4
～
6年
生
19
0名

日
　
時

①
令
和
4年
11
月
8日
（
火
）
9：
35
～
10
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
9日
（
水
）
9：
20
～
10
：
05
　
　
　
③
令
和
5年
2月
20
日
（
月
）
10
：
40
～
11
：
25
　
　
　
④
令
和
5年
2月
27
日
（
月
）
13
：
50
～
14
：
35

内
　
容

無
理
な
く
響
く
声
を
出
す
た
め
の
発
声
法
や
呼
吸
法
と
、
楽
曲
の
構
成
か
ら
音
楽
に
ど
の
よ
う
に
強
弱
を
つ
け
て
い
く
と
良
い
か
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。
パ
ー
ト
ご
と
の
音
量
の
バ
ラ
ン
ス
や
音
程
の
と
り
方
を
練
習
し
た
。
歌
詞

で
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
、
言
葉
を
生
か
す
た
め
の
発
音
方
法
を
学
ん
だ
。

成
　
果

講
座
実
施
前
は
声
量
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
が
、
実
施
後
は
声
量
も
上
が
り
、
明
る
く
響
く
歌
声
に
変
わ
っ
た
。
パ
ー
ト
ご
と
の
息
が
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
改
善
さ
れ
て
、
声
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
発
音
や
曲
の
構
成
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
、
歌
に
メ
リ
ハ
リ
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

20
真
庭
市
立

目
　
標

児
童
が
基
本
的
な
歌
い
方
に
つ
い
て
学
習
し
、
伸
び
や
か
な
声
で
歌
え
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
教
員
も
そ
の
指
導
の
仕
方
に
つ
い
て
研
修
す
る
。

湯
原
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
75
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
16
日
（
金
）
9：
40
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
12
日
（
水
）
9：
40
～
11
：
30

内
　
容

9月
の
歌
「
君
を
の
せ
て
」、
10
月
の
歌
「
T
om
or
ro
w
」
の
歌
唱
指
導
（
部
分
合
唱
を
含
む
）

成
　
果

児
童
が
基
本
的
な
発
声
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
歌
声
が
き
れ
い
に
な
っ
た
。
ま
た
、
教
員
も
指
導
法
を
体
験
す
る
こ
と
で
今
後
の
指
導
に
生
か
せ
る
と
考
え
る
。

21
真
庭
市
立

目
　
標

卒
業
式
の
式
歌
の
歌
唱
指
導

草
加
部
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
28
名

日
　
時

①
令
和
5年
2月
2日
（
木
）
14
：
00
～
15
：
25
　
　
　
②
令
和
5年
2月
17
日
（
金
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

卒
業
生
、
在
校
生
そ
れ
ぞ
れ
に
卒
業
式
で
歌
う
式
歌
の
歌
唱
指
導

成
　
果

発
声
や
発
音
な
ど
の
歌
い
方
を
身
に
付
け
よ
う
と
し
た
り
、
仲
間
と
歌
声
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

22
美
作
市
立

目
　
標

講
師
の
歌
唱
指
導
の
も
と
、
合
唱
練
習
を
行
う
。

土
居
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
44
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
27
日
（
月
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
24
日
（
月
）
11
：
15
～
12
：
00
　
　
　
③
令
和
5年
2月
22
日
（
水
）
13
：
15
～
14
：
50

内
　
容

発
音
・
発
声
に
気
を
付
け
た
全
校
で
の
歌
唱
指
導
、
お
よ
び
卒
業
式
に
向
け
た
在
校
生
の
歌
唱
指
導
と
卒
業
生
の
歌
唱
指
導

成
　
果

・
児
童
の
発
音
、
発
声
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。
　
　
　
・
歌
唱
力
が
伸
び
、“
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
”
が
大
成
功
し
た
。
　
　
　
・
歌
唱
の
基
本
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

23
吉
備
中
央
町
立

目
　
標

歌
う
姿
勢
や
声
の
出
し
方
な
ど
、
歌
唱
の
基
本
的
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
伸
び
や
か
な
声
で
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
友
だ
ち
と
心
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
。

津
賀
小
学
校

講
　
師

鈴
木
　
英
子

対
象
者

全
学
年
37
名

日
　
時

①
令
和
5年
1月
31
日
（
火
）
10
：
40
～
12
：
15
　
　
　
②
令
和
5年
2月
15
日
（
水
）
13
：
15
～
14
：
50

内
　
容

・
卒
業
式
に
向
け
て
の
歌
唱
指
導
　
1
～
5年
生
「
あ
な
た
に
あ
り
が
と
う
」、
6年
生
「
W
ish
～
夢
を
信
じ
て
」　
　
　
・
基
本
的
な
発
声
法
や
歌
詞
を
大
切
に
し
た
歌
い
方

成
　
果

歌
詞
の
意
味
を
考
え
、
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
を
意
識
し
た
歌
い
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な
で
、
音
と
気
持
ち
を
合
わ
せ
て
歌
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。

24
岡
山
県
立

目
　
標

歌
唱
や
リ
ズ
ム
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
楽
し
く
声
を
出
し
た
り
、
リ
ズ
ム
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。（
声
の
出
し
方
、
リ
ズ
ム
の
と
り
方
、
表
現
の
方
法
な
ど
）

岡
山
南
支
援
学
校

講
　
師

高
野
　
敦

対
象
者

中
学
部
3年
生
9名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
5日
（
月
）
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
9月
12
日
（
月
）
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
10
月
3日
（
月
）
9：
40
～
10
：
30
　
　
　
④
令
和
4年
10
月
17
日
（
月
）
9：
40
～
10
：
30

内
　
容

・
声
を
出
す
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
、
姿
勢
、
体
操
、
発
声
を
す
る
と
き
の
体
の
使
い
方
、
リ
ズ
ム
の
と
り
方
　
　
　
・
歌
唱
指
導
「
あ
り
が
と
う
の
花
」「
北
風
小
僧
の
寒
太
郎
」「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」

・
映
像
を
利
用
し
た
混
声
合
唱
「
ひ
ま
わ
り
の
約
束
」「
北
風
小
僧
の
寒
太
郎
」
の
鑑
賞

成
　
果

声
の
出
し
方
や
発
声
方
法
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
曲
調
や
歌
詞
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
に
合
わ
せ
て
身
体
表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
専
門
家
の
指
導
に
よ
り
、

生
徒
た
ち
が
声
楽
の
本
格
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

美
作
市
立
大
原
小
学
校
は
、
都
合
に
よ
り
取
り
止
め

【
合
奏
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

音
楽
発
表
会
に
向
け
た
合
奏
指
導

角
山
小
学
校

講
　
師

杉
本
　
賢
志

対
象
者

全
学
年
39
名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
4日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
18
日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30
　
　
　
③
令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
10
：
45
～
11
：
30

内
　
容

ス
ペ
イ
ン
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、
タ
ッ
タ
の
合
奏
指
導

成
　
果

基
本
的
な
楽
器
の
演
奏
方
法
や
、
曲
の
強
弱
・
速
度
な
ど
音
楽
的
な
表
現
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
、
演
奏
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
吹
奏
楽
】

1
岡
山
市
立

津
島
小
学
校

目
　
標

本
校
に
は
吹
奏
楽
部
が
あ
り
活
発
に
活
動
し
て
い
る
が
、
校
内
の
指
導
者
は
打
楽
器
・
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
お
よ
び
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
を
専
門
と
し
て
い
な
い
の
で
、
講
師
か
ら
児
童
へ
の
専
門
的
な
指
導
に
よ
っ
て
、
演
奏
技
能
を
高
め

た
い
。

講
　
師

［
打
楽
器
］
仁
城
　
英
子
　
　
　［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
土
師
　
由
美
子

対
象
者

吹
奏
楽
部
3
～
6年
生
15
名
（
打
楽
器
5名
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
5名
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
5名
）

日
　
時

［
打
楽
器
］
①
令
和
4年
9月
3日
（
土
）
9：
00
～
11
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
9月
10
日
（
土
）
9：
00
～
11
：
00

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］
①
令
和
4年
6月
25
日
（
土
）
9：
30
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
8月
29
日
（
月
）
13
：
00
～
15
：
30

［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
①
令
和
4年
7月
15
日
（
金
）
13
：
00
～
15
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
8月
24
日
（
水
）
9：
30
～
11
：
30

内
　
容

・
コ
ン
ク
ー
ル
曲
　
交
響
詩
曲
「
西
遊
記
」
の
演
奏
指
導
（
曲
想
に
合
っ
た
表
現
の
仕
方
、
音
程
合
わ
せ
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
作
り
方
な
ど
）

［
打
楽
器
］
基
本
講
座
（
楽
器
の
持
ち
方
、
構
え
方
、
姿
勢
、
音
の
出
し
方
な
ど
）

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
］［
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
］
基
本
講
座
（
楽
器
の
持
ち
方
、
構
え
方
、
姿
勢
、
音
の
出
し
方
、
呼
吸
法
、
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
な
ど
）

成
　
果

・
専
門
家
の
音
色
を
聞
き
、
音
の
合
わ
せ
方
が
わ
か
り
、
美
し
い
音
を
出
そ
う
と
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
。
　
　
　
・
基
礎
練
習
な
ど
、
演
奏
に
必
要
な
こ
と
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

2
瀬
戸
内
市
立

長
船
中
学
校

目
　
標

［
打
楽
器
］
打
楽
器
レ
ッ
ス
ン
、
基
礎
的
な
奏
法
を
学
ぶ

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
］
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
の
レ
ッ
ス
ン

［
フ
ル
ー
ト
］
フ
ル
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
指
導

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン

講
　
師

［
打
楽
器
］
仁
城
　
英
子
　
　
　［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
］
原
田
　
直
郎
　
　
　［
フ
ル
ー
ト
］
野
崎
　
愛
　
　
　［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
松
本
　
典
子

対
象
者

吹
奏
楽
部
1・
2年
生
8名
（
打
楽
器
3名
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
2名
、
フ
ル
ー
ト
1名
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
2名
）

日
　
時

［
打
楽
器
］
①
令
和
4年
10
月
15
日
（
土
）
10
：
00
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
11
月
19
日
（
土
）
10
：
00
～
12
：
00
　

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
］
①
令
和
4年
10
月
15
日
（
土
）
9：
00
～
11
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
3日
（
土
）
9：
00
～
11
：
00

［
フ
ル
ー
ト
］
①
令
和
4年
8月
1日
（
月
）
9：
00
～
12
：
00
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
13
日
（
火
）
15
：
00
～
16
：
00

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
令
和
4年
8月
1日
（
月
）
13
：
30
～
16
：
00

内
　
容

［
打
楽
器
］
打
楽
器
の
基
礎
練
習
や
構
え
方
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
専
門
的
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
　

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
］
基
礎
練
習
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒
た
ち
は
、
講
師
の
音
色
や
技
術
を
知
り
、
今
後
の
演
奏
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

［
フ
ル
ー
ト
］
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
実
技
指
導

［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
基
礎
練
習
の
指
導
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

成
　
果

［
打
楽
器
］
生
徒
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
今
後
の
課
題
が
見
つ
か
り
、
実
技
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

［
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
・
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
］
新
し
い
練
習
法
を
知
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に
練
習
す
れ
ば
上
達
す
る
か
見
通
し
が
も
て
た
。

［
フ
ル
ー
ト
］［
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
］
課
題
が
見
つ
か
っ
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

3
赤
磐
市
立

目
　
標

吹
奏
楽
部
の
部
員
が
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
て
、
よ
り
意
欲
的
に
活
動
し
、
よ
り
良
い
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
。

磐
梨
中
学
校

講
　
師

寺
谷
　
政
史

対
象
者

1・
2年
生
8名

日
　
時

令
和
5年
1月
14
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
40

内
　
容

吹
奏
楽
の
基
礎
合
奏
の
仕
方
、
曲
づ
く
り
の
仕
方

成
　
果

・
指
導
を
受
け
る
中
で
、
生
徒
が
気
付
き
、
考
え
、
音
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
側
で
聞
い
て
い
て
わ
か
っ
た
。
　
　
　
・
よ
り
意
欲
的
に
、
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
器
楽
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

チ
ェ
ロ
の
演
奏
を
聞
い
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弦
楽
器
に
親
し
み
、
音
楽
へ
の
主
体
的
な
態
度
を
育
て
る
。

富
山
小
学
校

講
　
師

小
池
　
満
里
子

対
象
者

4年
生
11
3名

日
　
時

令
和
5年
1月
18
日
（
水
）
9：
30
～
12
：
15

内
　
容

チ
ェ
ロ
の
演
奏
「
白
馬
」「
も
の
の
け
姫
」
を
鑑
賞
し
、感
想
を
交
流
す
る
。
楽
器
の
話
を
聞
い
た
り
、ピ
ア
ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
チ
ェ
ロ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
聞
い
た
り
す
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
を
弾
い
て
、体
験
を
し
た
。

成
　
果

生
の
演
奏
を
聞
く
こ
と
で
、
音
楽
へ
の
関
心
が
深
ま
っ
た
。
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
弾
く
体
験
を
通
し
て
、
主
体
的
に
学
ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
。「
う
れ
し
か
っ
た
」「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
が
多
く
あ
っ
た
。

2
岡
山
県
立

目
　
標

講
師
に
よ
る
弦
楽
合
奏
の
鑑
賞
を
行
い
、
指
揮
の
体
験
や
演
奏
家
で
あ
る
講
師
と
お
話
し
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
生
演
奏
の
良
さ
や
演
奏
家
の
思
い
に
触
れ
、
音
楽
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
演
奏
す
る
楽
し
さ
を
知
る
。

岡
山
支
援
学
校

講
　
師

小
池
　
満
里
子
、
林
　
環

対
象
者

高
等
部
全
学
年
18
名

日
　
時

令
和
4年
9月
14
日
（
水
）
9：
00
～
11
：
50
、
13
：
30
～
14
：
20

内
　
容

・
各
ク
ラ
ス
で
楽
器
紹
介
や
特
徴
、
由
来
を
聞
い
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
音
色
を
短
い
曲
に
乗
せ
て
紹
介
　
　
　
・
普
段
の
授
業
で
し
て
い
る
「
情
熱
大
陸
」
の
ピ
ア
ノ
連
弾
を
鑑
賞
し
た
後
に
、
弦
楽
器
の
演
奏
と
聞
き
比
べ
た
。

・「
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
」
で
指
揮
体
験
を
行
い
、
強
弱
の
違
い
を
聞
き
比
べ
た
り
、
生
徒
の
指
揮
に
合
わ
せ
て
テ
ン
ポ
や
強
弱
を
変
化
さ
せ
た
演
奏
を
行
っ
た
り
し
た
。

成
　
果

生
徒
の
目
の
前
で
弦
楽
器
の
生
演
奏
を
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
音
楽
機
器
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
音
色
の
美
し
さ
や
迫
力
、
振
動
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
授
業
開
始
時
は
、
生
徒
に
少
し
緊
張
し
た
様
子
が
見

ら
れ
た
が
、
普
段
の
授
業
で
行
っ
て
い
る
楽
曲
や
活
動
を
取
り
入
れ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
指
揮
体
験
で
は
、
生
徒
が
自
ら
演
奏
者
の
前
に
立
ち
、
自
分
の
考
え
た
テ
ン
ポ
や
強
弱
の
指

揮
の
振
り
方
に
合
わ
せ
て
演
奏
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
指
揮
表
現
の
面
白
さ
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
写
真
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

写
真
の
撮
影
技
術
の
向
上
に
専
門
的
な
指
導
を
仰
ぎ
た
い
。

岡
山
中
央
中
学
校

講
　
師

清
水
　
健
夫

対
象
者

写
真
部
15
名

日
　
時

①
令
和
4年
8月
5日
（
金
）
10
：
00
～
11
：
30
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
17
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
30

内
　
容

カ
メ
ラ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
、
風
景
・
人
物
写
真
の
撮
り
方
に
つ
い
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
撮
影
し
な
が
ら
教
わ
っ
た
。

成
　
果

岡
山
県
中
学
校
総
合
文
化
祭
写
真
の
部
に
出
品
し
、
全
国
総
合
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
た
作
品
も
複
数
生
ま
れ
た
。

【
デ
ザ
イ
ン
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

探
究
結
果
や
自
分
の
考
え
を
ス
ラ
イ
ド
（
Ch
ro
m
eb
oo
k）
で
発
表
し
て
い
る
。
相
手
に
分
か
り
や
す
く
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
能
力
を
身
に
付
け
た
い
。

山
南
学
園

講
　
師

山
下
　
リ
ー
ル

対
象
者

8年
生
51
名

日
　
時

①
令
和
4年
12
月
8日
（
木
）
13
：
50
～
15
：
40
　
　
　
②
令
和
4年
12
月
9日
（
金
）
13
：
50
～
15
：
40

内
　
容

・
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
際
に
心
掛
け
る
こ
と
。
　
　
　
・
注
意
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
講
話

・
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
総
合
の
ま
と
め
の
ス
ラ
イ
ド
を
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
な
が
ら
手
直
し
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
。
　
　
　
・
手
直
し
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、
講
評
を
い
た
だ
く
。

成
　
果

伝
え
る
の
で
は
な
く
、
伝
わ
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
カ
ラ
ー
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
を

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
色
や
フ
ォ
ン
ト
の
大
き
さ
な
ど
に
統
一
感
が
無
か
っ
た
ス
ラ
イ
ド
が
劇
的
に
変
化
し
、
魅
力
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
プ
レ
ゼ
ン
も
自
信
を
も
っ
て
行
っ
て
い
た
。

【
演
劇
】

1
高
梁
市
立

目
　
標

9月
に
行
わ
れ
る
学
校
の
文
化
祭
で
の
ク
ラ
ス
劇
の
発
表
に
向
け
て
、
み
ん
な
に
伝
わ
る
よ
う
に
演
技
を
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
た
ら
良
い
か
教
え
て
い
た
だ
く
。

川
上
中
学
校

講
　
師

難
波
　
り
か

対
象
者

2年
生
6名

日
　
時

①
令
和
4年
7月
8日
（
金
）
13
：
35
～
15
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
7月
13
日
（
水
）
13
：
10
～
14
：
50

内
　
容

1日
目
：
発
声
練
習
、
演
劇
の
基
本
　
　
　
2日
目
：
台
本
を
用
い
た
せ
り
ふ
の
練
習
、
演
技
の
基
礎

成
　
果

週
目
標
の
反
省
を
放
送
で
発
表
す
る
と
き
に
、
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と
言
う
こ
と
が
で
き
た
。
一
学
期
の
振
り
返
り
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

－ 21 －



番
号

学
校
名

講
座
詳
細

【
作
文
】

番
号

学
校
名

講
座
詳
細

1
赤
磐
市
立

目
　
標

本
校
児
童
の
課
題
で
あ
る
書
く
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、
積
極
的
に
作
文
を
新
聞
に
投
稿
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
。

磐
梨
小
学
校

講
　
師

北
川
　
久
美
子

対
象
者

5・
6年
生
32
名

日
　
時

令
和
4年
9月
2日
（
金
）
8：
45
～
12
：
20

内
　
容

児
童
に
は
、
事
前
に
何
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
の
か
決
め
さ
せ
て
お
い
た
。
限
ら
れ
た
90
分
と
い
う
間
で
は
あ
っ
た
が
、
児
童
は
下
書
き
を
書
き
、
推
敲
し
た
上
で
、
清
書
を
仕
上
げ
た
。

成
　
果

こ
の
講
座
は
、
一
昨
年
度
か
ら
3回
目
を
数
え
て
い
る
。
児
童
も
こ
の
講
座
の
目
的
を
よ
く
理
解
し
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
書
く
力
、
書
く
意
欲
と
と
も
に
自
己
肯
定
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

2
和
気
町
立

目
　
標

書
く
こ
と
を
苦
手
に
思
っ
て
い
る
生
徒
が
多
く
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
様
子
が
あ
る
。
少
し
で
も
書
く
こ
と
に
興
味
を
も
ち
、
表
現
す
る
楽
し
さ
に
触
れ
る
。

和
気
中
学
校

講
　
師

北
川
　
久
美
子

対
象
者

1年
生
71
名

日
　
時

①
令
和
4年
7月
5日
（
火
）
11
：
00
～
12
：
50
　
　
　
②
令
和
4年
7月
12
日
（
火
）
10
：
50
～
12
：
30

内
　
容

1日
目
：
弁
論
文
の
下
書
き
。
テ
ー
マ
を
決
め
、
起
承
転
結
の
展
開
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
下
書
き
を
し
て
い
く
。
　
　
　
2日
目
：
下
書
き
の
推
敲
し
、
講
師
の
添
削
を
受
け
、
清
書
す
る
。

成
　
果

何
か
ら
書
け
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
生
徒
も
、
テ
キ
ス
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
例
文
を
参
考
に
し
て
、
自
分
で
書
く
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
る
様
子
が
多
く
の
生
徒
か
ら
見
ら
れ
た
。

【
話
し
方
】

1
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
に
向
け
て
、
礼
儀
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
学
び
、
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

福
田
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
12
0名

日
　
時

令
和
4年
10
月
4日
（
火
）
8：
55
～
9：
45

内
　
容

・
マ
ナ
ー
の
意
味
、
あ
い
さ
つ
、
お
辞
儀
の
仕
方
の
実
践
練
習
　
　
　
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方
、
話
し
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方

成
　
果

職
場
体
験
で
の
あ
い
さ
つ
や
電
話
の
か
け
方
を
実
際
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
た
ち
が
体
験
に
行
く
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
、
よ
り
職
場
体
験
へ
の
意
欲
や
意
識
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
今
回
教
わ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
マ
ナ
ー
は
、
日
常
生
活
に
も
生
か
せ
る
と
気
付
き
、
日
頃
の
生
活
で
も
マ
ナ
ー
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
、
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
の
実
施
に
あ
た
り
、
マ
ナ
ー
や
場
に
応
じ
た
話
し
方
な
ど
を
学
習
す
る
。

富
山
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
11
5名

日
　
時

令
和
4年
10
月
6日
（
木
）
9：
00
～
10
：
00

内
　
容

あ
い
さ
つ
の
仕
方
、
言
葉
遣
い
や
上
手
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な
ど
学
ん
だ
。

成
　
果

事
前
に
学
習
は
し
て
い
た
が
、
講
師
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
改
め
て
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

3
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
に
向
け
て
、
適
切
な
話
し
方
や
心
構
え
を
学
ぶ
。

藤
田
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
97
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
9：
55
～
12
：
45

内
　
容

・
職
場
体
験
に
向
け
て
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
話
し
方
　
　
　
・
事
前
連
絡
の
電
話
の
か
け
方
　
　
　
・
事
前
訪
問
の
模
擬
体
験

成
　
果

話
し
方
で
相
手
の
受
け
る
印
象
が
変
わ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
適
切
な
礼
や
あ
い
さ
つ
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
漠
然
と
し
て
い
た
事
前
連
絡
や
事
前
訪
問
の
形
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

4
岡
山
市
立

目
　
標

職
場
体
験
に
向
け
て
、
あ
い
さ
つ
、
返
事
、
話
し
方
や
電
話
の
か
け
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
、
実
習
す
る
。

光
南
台
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
35
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
14
日
（
金
）
13
：
40
～
15
：
00

内
　
容

資
料
や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
職
場
体
験
に
向
け
、
マ
ナ
ー
や
あ
い
さ
つ
と
は
、
な
ど
の
講
義
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
電
話
の
か
け
方
や
事
前
訪
問
の
あ
い
さ
つ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
せ
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
本
番
ま
で
の
練
習
の
必
要
性
も
実
感
し
た
。

成
　
果

も
と
も
と
は
職
場
体
験
に
向
け
て
で
は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
生
徒
が
大
人
に
な
り
社
会
に
出
る
ま
で
に
身
に
付
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
た
。
ま
た
、
今
回
教
わ
っ
た
こ
と
も
含
め
、
職
場

で
活
動
す
る
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
た
生
徒
が
多
く
い
た
。

5
井
原
市
立

目
　
標

人
前
で
の
話
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
り
、
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

稲
倉
小
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

5・
6年
生
19
名

日
　
時

①
令
和
4年
9月
27
日
（
火
）
13
：
45
～
15
：
25
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
25
日
（
火
）
13
：
45
～
15
：
25

内
　
容

・
早
口
言
葉
　
　
　
・
Ｃ
Ｍ
読
み
　
　
　
・
学
習
発
表
会
の
発
表
練
習

成
　
果

相
手
を
意
識
し
た
発
表
の
仕
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

6
新
見
市
立

哲
西
中
学
校

目
　
標

正
し
い
あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て
学
び
、
日
ご
ろ
か
ら
自
信
を
も
っ
て
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
高
め
、
職
場
体
験
学
習
や
校
外
学
習

に
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

全
学
年
44
名

日
　
時

令
和
4年
9月
26
日
（
月
）
10
：
30
～
11
：
30

内
　
容

講
義
及
び
演
習
「
マ
ナ
ー
講
座
　
笑
声
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

・
第
一
印
象
を
良
く
す
る
に
は
　
　
　
・
あ
い
さ
つ
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　
・
お
辞
儀
の
仕
方
　
　
　
・
電
話
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
実
践
　
　
　
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
践

成
　
果

生
徒
は
あ
ら
た
め
て
、
あ
い
さ
つ
の
意
味
や
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
講
義
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
60
分
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
受
講
翌
日
の
生
徒
の
あ
い
さ
つ
も
、
声
の
ト
ー
ン
が
高

か
っ
た
。

7
真
庭
市
立

目
　
標

2年
生
は
職
場
体
験
学
習
に
向
け
て
、
ま
た
、
3年
生
は
面
接
試
験
に
向
け
て
、
基
本
的
な
礼
儀
作
法
を
習
得
す
る
。

蒜
山
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2・
3年
生
86
名

日
　
時

令
和
4年
9月
20
日
（
火
）
13
：
50
～
15
：
40

内
　
容

2・
3年
生
そ
れ
ぞ
れ
1コ
マ
ず
つ
「
マ
ナ
ー
講
座
」
と
題
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
、
実
践
的
な
あ
い
さ
つ
の
方
法
や
面
接
の
際
の
心
構
え
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
講
座
の
終
わ
り
に
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ

の
言
葉
か
ら
、
心
の
あ
り
様
で
運
命
が
変
わ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
、
目
標
に
向
か
う
姿
勢
を
学
ん
だ
。

成
　
果

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
、第
一
印
象
を
良
く
す
る
た
め
の
具
体
的
な
あ
い
さ
つ
や
態
度
、言
葉
遣
い
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
、職
場
体
験
や
面
接
に
対
し
、前
向
き
な
姿
勢
で
取
り
組
も
う
と
す
る
意
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、

講
座
の
終
わ
り
に
講
師
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
が
印
象
に
残
り
、
自
身
の
日
ご
ろ
の
言
動
を
振
り
返
る
契
機
と
な
っ
た
生
徒
も
多
く
い
た
。

8
和
気
町
立

目
　
標

伝
え
る
と
き
に
大
事
な
抑
揚
、
語
尾
や
姿
勢
な
ど
、
話
し
方
の
技
術
を
知
る
。

佐
伯
小
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

4
～
6年
生
39
名

日
　
時

令
和
4年
7月
4日
（
月
）
8：
45
～
9：
30

内
　
容

・
早
口
言
葉
　
　
　
・
リ
ポ
ー
タ
ー
体
験
（
笑
顔
、
あ
い
さ
つ
、
相
づ
ち
の
打
ち
方
な
ど
）

成
　
果

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
す
ぐ
に
講
師
の
講
義
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
体
験
活
動
を
通
し
て
、
話
し
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

9
鏡
野
町
立

目
　
標

職
場
体
験
に
向
け
て
、
現
代
作
法
や
話
し
方
な
ど
を
身
に
付
け
た
い
。

鏡
野
中
学
校

講
　
師

中
村
　
恵
美

対
象
者

2年
生
10
5名

日
　
時

令
和
4年
11
月
1日
（
火
）
14
：
45
～
15
：
35

内
　
容

「
職
場
体
験
に
向
け
て
～
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
！
～
」
第
一
印
象
を
良
く
す
る
た
め
の
あ
い
さ
つ
、
お
辞
儀
や
職
場
体
験
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
と
、
心
掛
け
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

講
師
の
人
柄
と
話
し
方
に
、
子
ど
も
た
ち
は
引
き
込
ま
れ
て
い
た
。
職
場
体
験
だ
け
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活
で
も
心
掛
け
、
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
内
容
だ
っ
た
。

【
多
文
化
理
解
】

1
瀬
戸
内
市
立

目
　
標

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
、
韓
国
と
日
本
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

牛
窓
西
小
学
校

講
　
師

曺
　
永
姫

対
象
者

5年
生
9名

日
　
時

①
令
和
4年
10
月
13
日
（
木
）
13
：
45
～
15
：
20
　
　
　
②
令
和
4年
10
月
27
日
（
木
）
13
：
45
～
15
：
20

内
　
容

韓
国
の
文
化
に
つ
い
て
の
説
明
や
、
音
楽
・
舞
踊
の
指
導

成
　
果

韓
国
の
文
化
、
音
楽
や
舞
踊
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
韓
国
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
対
話
型
鑑
賞
法
】

1
岡
山
県
立

総
社
南
高
等
学
校

目
　
標

美
術
工
芸
系
に
所
属
し
て
お
り
、
日
ご
ろ
作
品
制
作
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち
だ
が
、
名
作
と
言
わ
れ
て
い
る
作
品
を
は
じ
め
、
他
者
の
作
っ
た
ア
ー
ト
作
品
を
鑑
賞
す
る
量
が
足
り
な
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
今
回
の
講
座
を
通
し

て
、
絵
を
じ
っ
く
り
見
る
と
い
う
こ
と
や
、
そ
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。
ま
た
、
絵
を
見
て
感
じ
る
こ
と
を
言
語
化
し
て
他
者
と
伝
え
合
い
、
新
た
な
気
付
き
を
得
て
、
さ
ら
に
深
く
絵
を
鑑
賞
す
る
と
い
う

体
験
を
す
る
。

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
藤
井
　
和
子
、
磯
田
　
敏
子
、
武
本
　
賢
治

対
象
者

全
学
年
58
名

日
　
時

令
和
4年
10
月
12
日
（
水
）
14
：
00
～
15
：
00

内
　
容

11
～
12
名
ず
つ
の
5グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
約
20
分
ず
つ
2作
品
の
対
話
型
鑑
賞
を
行
い
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ま
と
め
の
時
間
を
取
っ
た
。

※
グ
ル
ー
プ
で
の
鑑
賞
前
に
は
、
岡
山
大
学
非
常
勤
講
師
か
ら
対
話
型
鑑
賞
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
対
話
型
鑑
賞
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
含
め
ら
れ
た
。
鑑
賞
後
は
、
各
自
の
振
り
返
り
を
言
語
化
し
て
全
体
で

シ
ェ
ア
す
る
と
と
も
に
、
鑑
賞
を
表
現
に
つ
な
げ
ら
れ
、
表
現
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
講
義
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

成
　
果

事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
対
話
型
鑑
賞
を
面
白
か
っ
た
と
回
答
し
、
全
員
が
、
ア
ー
ト
に
対
し
て
自
分
の
見
方
が
変
わ
っ
た
と
回
答
し
た
。
他
の
人
と
絵
を
介
し
て
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
よ
り
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
か
っ
た
と
の
感
想
も
あ
っ
た
。
ま
た
対
話
型
鑑
賞
が
し
た
い
と
思
う
か
と
の
質
問
に
も
、
全
員
が
し
た
い
と
回
答
し
た
。
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番
号

学
校
名

講
座
詳
細

2
倉
敷
芸
術
科
学
大
学

目
　
標

も
の
を
作
る
（
制
作
す
る
）
だ
け
で
は
な
く
、
見
る
側
の
視
点
や
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
と
社
会
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
。

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
藤
井
　
和
子
、
磯
田
　
敏
子
、
金
万
　
純
子
、
山
田
　
真
理
子

対
象
者

2
～
4年
生
31
名

日
　
時

①
令
和
4年
6月
3日
（
金
）
13
：
10
～
14
：
40
　
　
　
②
令
和
4年
6月
10
日
（
金
）
13
：
10
～
14
：
40

内
　
容

1日
目
：
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
か
ら
対
話
型
鑑
賞
の
概
略
を
体
験
し
た
。
　
　
　
2日
目
：
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
鑑
賞
者
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
役
割
を
演
じ
た
。

成
　
果

絵
画
や
ア
ー
ト
作
品
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
時
間
を
か
け
て
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
対
話
型
鑑
賞
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
役
割
を
知
り
、
実
践
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
接
し
な
が
ら
、
ス
キ

ル
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

3
や
か
げ
郷
土
美
術
館

目
　
標

特
別
展
「
米
倉
健
史
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ト
展
」
の
展
示
作
品
か
ら
感
じ
た
こ
と
や
、
気
付
い
た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
を
対
話
で
引
き
出
し
、
互
い
に
言
葉
で
表
現
し
合
う
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
及
び
個
々

の
鑑
賞
力
の
育
成
を
目
指
す
。

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
藤
井
　
和
子
、
磯
田
　
敏
子

対
象
者

16
名
（
1
～
5年
生
10
名
、
未
就
学
児
1名
、
保
護
者
5名
）

日
　
時

令
和
4年
12
月
11
日
（
日
）
10
：
00
～
11
：
30

内
　
容

・
特
別
展
「
米
倉
健
史
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
ア
ー
ト
展
」
の
作
品
に
関
連
し
た
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
及
び
対
話
型
鑑
賞
　
　
　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
布
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
額
装
）

成
　
果

作
品
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
た
こ
と
や
発
想
を
自
由
に
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
他
者
と
の
感
じ
方
の
違
い
を
認
識
し
、
共
感
し
合
い
、
新
し
い
発
見
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
意
義
の
あ
る
鑑
賞
会
と
な
っ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
に
は
感
じ
取
れ
て
も
、
大
人
に
は
発
想
で
き
な
い
感
想
も
あ
り
、
興
味
深
い
内
容
も
あ
っ
た
。

4
華
鴒
大
塚
美
術
館

目
　
標

博
物
館
学
芸
員
資
格
取
得
に
励
む
学
生
を
対
象
に
、
美
術
館
や
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
対
話
型
鑑
賞
を
実
施
す
る
。
作
品
を
楽
し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
鑑
賞
を
通
し
て
培
わ
れ
る
観
察
力
、
思
考
力
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
実
践
を
通
し
て
理
解
し
、
対
話
型
鑑
賞
の
魅
力
を
知
る
。
併
せ
て
、
み
る
を
楽
し
む
！
ア
ー
ト
ナ
ビ
岡
山
の
設
立
の
経
緯
と
活
動
を
知
り
、
社
会
に
お
け
る
人
々
の
学
び
に
対

す
る
意
欲
と
、
社
会
の
中
で
活
躍
す
る
姿
に
接
し
、
生
涯
学
習
に
つ
い
て
も
考
え
る
。

講
　
師

片
山
　
眞
理
、
藤
井
　
和
子
、
磯
田
　
敏
子
、
山
田
　
真
理
子

対
象
者

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
2年
生
24
名

日
　
時

令
和
4年
12
月
15
日
（
木
）
10
：
50
～
12
：
20

内
　
容

対
話
型
鑑
賞
の
概
要
を
レ
ク
チ
ャ
ー
後
、
当
館
所
蔵
作
品
を
用
い
た
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
（
作
品
の
対
比
）
を
導
入
と
し
て
2本
実
施
し
、
5グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
対
話
型
鑑
賞
（
15
分
）
を
2セ
ッ
ト
行
っ
た
。
対
話
型
鑑
賞
や
団
体
に

つ
い
て
触
れ
、
個
人
の
振
り
返
り
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
有
の
振
り
返
り
を
行
っ
た
後
、
最
後
に
全
体
共
有
に
よ
る
振
り
返
り
を
行
っ
た
。

成
　
果

受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
。
導
入
の
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
は
、
緊
張
か
ら
積
極
的
な
発
言
が
少
な
く
、
小
さ
な
声
で
の
発
表
が
多
か
っ
た
。
本
番
で
は
時
間
が
進
む
に
つ
れ
、
深
い
観
察
や
思
考
が
見
ら
れ
、
積
極

的
な
発
言
が
生
ま
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
、
経
験
者
も
わ
ず
か
に
い
た
が
、
鑑
賞
者
と
し
て
経
験
を
積
む
楽
し
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
、
未
経
験
者
と
と
も
に
有
意
義
な
体
験
と
な
っ
た
。
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学校出前講座講師所感

三上　澄之（伝統文化部門／三味線）
　箏、三味線は日本の伝統楽器です。しかし残念ながら、実際
に触ったことがある子はほとんどいません。多くの子どもたち
にとって初めての経験だからか、とても興味を持って授業に臨
んでくれます。
　箏に加えて本年度は初めて三味線の講座も実施しました。箏
は爪で弾くと簡単に音が出るので比較的取り組みやすい楽器で
すが、三味線は構え方から撥の持ち方、そして音程を出すには
ツボを押さえなければならず、入りがかなり難しい楽器です。
こちらの心配をよそに、とても熱心に取り組んでくれて、最後
には皆で「さくらさくら」を演奏することができ、子どもたち
の満足そうな顔を見ることができました。
　楽器は全国の方から寄贈された貴重なもので、そのご厚意も
子どもたちにはきちんと伝えたいと思っています。　
　この授業を機に少しでも和楽器を身近に感じ、興味をもって
もらえると嬉しいです。

田中　克郎（伝統文化部門／投扇興）
　今年度、岡山市立幡多小学校と矢掛町立三谷小学校へ行か
せていただきました。
　子どもたちは、投扇興が初めての人がほとんどで、興味津々
ながら不安そうに見ていましたが、やり始めると徐々に要領
がわかってきて、うまくできて歓声を上げる人、それを見て
拍手し褒めたたえる人、失敗してしょげ返る人など、さまざ
まです。
　後半は、交代で審判や記録係にも挑戦したり、思いっきり
楽しんでくれました。
　三谷小学校の校長先生が「普段、引っ込み思案の児童も、
この投扇興では笑顔で活発に振舞っていて、大変良かった」
とおっしゃいました。
　こうして、少しではありますが、日本の文化を紹介するこ
とができて、うれしく思います。

鈴木　英子（一般文化芸術部門／合唱）
　音楽は喜びや感動を生み、人の心を豊かにしてくれます。
この講座では子どもたちにまず「歌って楽しいな、音楽って
楽しいな」と感じてもらえるように今日まで努めてまいりま
した。
　そして、現場を観てくださっている先生方にも、子どもへ
の指導を通して歌唱指導法をマスターしていただきたく、心
のメッセージを発信してまいりました。子どもたちの変化に
は目を見張るものがあります。嬉しそうにいい声で歌いなが
ら移動する姿に、今日の成果を実感することもあり、子ども
たちに心から感謝。
　さて、最近の音楽教育に、変化を強く感じます。それはピ
アノ伴奏ではなくCDのカラオケ状態の授業が増えたことで
す。原因はピアノを弾くことができる教員が少なくなったこ
と。これは、県の教員採用試験にピアノの実技試験がないこ
とに由来すると考えられます。音楽・芸術は情操教育として
の重要な教科です。音楽をはじめ芸術科目の授業数が減らさ
れて永く、質の低下を憂う中、ひいては子どもの心にも影響
が出るのではと懸念を強めています。

寺谷　政史（一般文化芸術部門／吹奏楽）
　1回目に指導に行ったとき、最初は個々の発音のチェック
をさせていただきました。アタックでのタンギングを一人ず
つ統一していくように、その後12音階のスケールとコラール
しました。その日に演奏する曲の調を練習してから、曲に入
るといいと伝えました。
　最初は息が入らず、音程も定まらない状況が続くので、日々
の練習を心がけるように伝えました。生徒さんは真剣に話を
聞いてくださったので、とても指導しやすかったです。講座
の後半は練習している曲を、これはまだ始めたばかりなので、
曲の前半で時間がきてしまいました。1度の指導で2時間は少
ないと思いました。
　2回目は時間がほしかったので3時間予定しました。訪れて
驚いたのは、前回と比べて息が入っていて、とてもいい音が
していました。よく練習したねと伝えました。
　今後、地域移行に向かう部活の指導者の問題に、貢献でき
ればと思います。
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